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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
法
高
　
木
武
序
　
ヨ
！
・
ッ
。
ハ
共
同
体
（
剛
輝
』
映
鯛
）
は
、
一
九
五
二
年
に
設
け
ら
れ
た
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
（
C
E
C
E
）
に
は
じ
ま
り
、
一
九
五
七
年
の
経
済
共
同
体
（
C
E
E
）
を
加
え
（
彫
甑
庇
砒
欝
助
翻
羅
鰍
醤
補
押
酬
極
誤
侃
輸
齢
喉
調
麟
凝
鰍
硝
共
）
、
さ
ら
に
原
子
力
共
同
体
（
C
E
C
A
・
E
U
R
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
A
T
O
M
）
が
共
同
体
加
盟
国
に
設
け
ら
れ
、
ヨ
i
質
ヅ
パ
共
同
体
に
参
入
す
る
（
を
纏
ハ
〉
。
こ
う
し
て
共
同
す
る
事
項
を
質
量
的
に
増
強
し
成
長
し
つ
つ
あ
る
の
が
共
同
体
で
あ
る
が
、
こ
の
沿
革
の
軌
跡
か
ら
は
、
共
同
体
は
、
究
極
的
に
は
、
大
規
模
か
つ
充
実
し
た
超
国
家
的
か
つ
政
治
的
国
際
団
体
に
な
ろ
う
。
し
か
も
共
同
体
の
現
在
の
存
在
と
活
動
（
麟
綱
躰
脚
噺
韻
熱
囎
職
艇
欄
噂
吻
蜷
擁
窃
瀬
、
襯
瓠
糎
麟
麟
欄
灘
融
囎
醐
鼎
鉛
航
）
は
、
人
の
生
活
に
直
接
又
は
間
接
に
関
係
す
る
学
問
や
科
学
の
食
指
を
動
か
さ
ず
に
は
お
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
わ
が
国
で
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
と
く
に
共
同
体
法
（
鋒
o
騨
窪
8
鳳
窪
）
が
存
在
し
、
共
同
体
の
わ
が
国
に
対
す
る
経
済
・
政
治
等
の
直
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
V
接
の
接
触
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
共
同
体
法
は
、
そ
の
主
体
で
あ
る
共
同
体
が
超
国
家
的
国
際
団
体
で
あ
る
こ
と
に
注
目
す
れ
ば
、
国
際
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
七
　
　
　
　
葺
－
質
ヅ
。
ハ
共
同
体
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
法
で
あ
る
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
し
か
し
共
同
体
加
盟
国
を
み
れ
ば
、
そ
こ
に
は
大
陸
法
系
と
く
に
独
法
系
・
仏
法
系
の
ほ
か
に
英
米
法
系
の
国
も
加
盟
し
て
い
る
。
大
陸
法
系
と
英
米
法
系
は
、
対
暁
的
で
あ
り
、
差
異
が
あ
り
又
独
法
系
と
仏
法
系
の
間
に
は
、
ニ
ュ
ア
ソ
ス
　
（
5
〉
が
あ
る
。
又
共
同
体
に
は
、
議
会
（
》
ω
。
り
Φ
ヨ
び
一
曾
）
や
司
法
裁
判
所
（
O
O
ξ
号
甘
a
8
）
が
あ
り
、
自
ら
外
交
単
位
と
し
て
行
動
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
る
か
ら
、
共
同
体
を
国
家
的
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
た
が
っ
て
共
同
体
の
法
で
あ
る
共
同
体
法
は
、
共
同
体
内
の
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
（
7
）
で
あ
り
、
国
家
的
法
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
だ
が
、
共
同
体
法
が
国
際
法
で
あ
ろ
う
が
、
国
家
的
法
で
あ
ろ
う
が
と
に
か
く
共
同
体
や
　
　
　
ヤ
共
同
体
法
は
、
従
来
の
法
的
観
念
や
概
念
で
理
解
す
る
こ
と
は
、
困
難
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
事
実
自
体
が
共
同
体
法
を
食
指
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
容
易
に
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
が
、
加
盟
国
の
法
系
が
い
か
な
る
法
系
に
属
そ
う
と
も
又
わ
が
国
内
法
と
継
受
関
係
が
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
こ
れ
を
問
わ
ず
、
又
共
同
体
法
が
国
際
法
で
あ
る
か
国
家
的
法
で
あ
る
か
を
決
定
し
な
く
て
も
、
と
く
に
共
同
体
法
と
加
盟
国
内
法
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
が
法
的
関
心
事
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
わ
が
国
の
場
合
、
例
え
ば
条
約
と
い
う
国
際
合
意
を
内
容
と
す
る
も
の
と
国
内
法
と
く
に
憲
法
と
が
両
立
し
な
い
と
さ
れ
る
と
き
、
こ
れ
を
処
理
す
る
方
法
は
、
つ
ね
に
権
力
的
な
不
合
理
な
政
治
的
手
段
、
有
権
的
な
解
釈
方
法
等
に
ょ
る
が
、
両
法
規
が
共
存
し
、
い
ず
れ
か
が
、
吸
収
、
堆
積
す
る
等
の
合
理
的
現
象
自
体
が
わ
れ
わ
れ
の
参
考
に
も
な
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
し
か
し
こ
う
し
た
食
指
を
動
か
し
、
法
的
関
心
事
を
明
白
に
す
る
に
し
て
も
、
共
同
体
と
く
に
共
同
体
法
を
何
ら
か
の
程
度
・
種
類
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
（
9
）
お
い
て
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
（1）
ヨ
ー
・
ッ
パ
統
合
と
か
統
一
と
い
う
思
想
や
そ
の
運
動
は
、
は
や
く
か
ら
あ
っ
た
が
、
最
近
で
は
困
o
富
鼠
9
鼠
窪
ど
＜
？
溶
巴
R
臨
は
（3）（2）（4）（6）（5）（7）
有
名
で
あ
る
（
大
木
雅
夫
「
ヨ
ー
p
ッ
パ
共
同
体
に
お
け
る
法
の
統
一
」
立
教
法
学
四
、
金
丸
輝
雄
『
E
C
欧
州
統
合
の
現
在
』
三
二
五
各
以
下
、
ト
ー
ρ
の
餌
暮
き
p
U
8
騨
簡
瑛
○
聴
撃
㌘
簿
の
）
。
仏
語
で
あ
る
が
母
o
陣
8
導
臼
§
欝
欝
凶
冨
等
と
も
い
う
。
直
接
的
に
は
、
こ
の
他
に
共
同
体
駐
目
代
表
部
の
設
置
、
「
月
刊
E
C
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
や
「
E
C
公
式
資
料
月
報
」
の
発
行
等
、
間
接
的
に
は
、
○
曲
o
一
巴
冒
仁
鰐
巴
9
夢
Φ
趨
霞
o
窟
磐
O
o
導
9
Ω
鼠
審
霧
（
E
C
公
報
）
。
ω
巳
醇
ぼ
9
簿
o
閏
弩
8
8
旨
O
O
導
9
鴬
巳
8
の
O
器
霧
ω
鯨
o
誘
藻
o
O
o
霞
叶
9
質
P
等
（
以
上
共
同
体
発
行
）
、
共
同
体
関
係
誌
（
例
4
0
麩
壼
一
9
9
導
臼
8
鼠
鋤
導
9
ω
9
良
3
国
霞
o
冨
き
い
印
窯
”
O
o
筥
旨
g
鷺
鴛
閥
簿
い
m
名
菊
8
0
答
等
）
、
判
例
集
（
例
・
幻
①
〈
5
鼠
欝
霧
鼠
亀
o
号
費
○
詳
窪
8
審
Φ
貸
O
冨
一
段
留
α
周
o
騨
①
鶏
幕
窪
等
）
、
著
書
等
が
あ
り
、
わ
が
国
の
対
応
と
し
て
は
、
法
学
に
限
っ
て
も
、
大
木
・
前
掲
論
文
の
他
、
大
木
「
ヨ
i
β
ッ
パ
共
同
体
司
法
裁
判
所
ー
そ
の
構
造
と
機
能
ー
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
ニ
四
五
；
二
四
七
、
岡
村
尭
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
裁
判
所
論
」
西
南
学
大
法
学
論
集
五
3
・
4
、
石
渡
利
康
「
E
C
法
概
論
」
、
平
良
「
欧
州
共
同
体
法
入
門
」
、
大
谷
良
雄
「
概
説
E
C
法
」
、
大
谷
他
訳
「
E
C
法
ー
ヨ
ー
p
ッ
パ
統
合
の
法
構
造
」
等
が
あ
り
、
西
南
大
学
、
同
大
、
中
大
早
大
、
京
大
、
東
大
、
慶
大
、
北
大
、
神
大
、
香
川
大
、
関
西
大
、
東
北
大
、
上
智
大
、
琉
球
大
、
福
山
大
、
金
沢
大
と
β
大
の
等
「
E
C
資
料
セ
ソ
タ
i
」
の
設
置
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
五
十
嵐
清
「
比
較
法
学
と
日
本
の
法
学
」
（
伊
藤
正
已
『
外
国
法
と
日
本
法
』
）
三
二
八
は
、
特
殊
の
法
で
あ
る
と
い
う
が
、
拙
稿
「
比
較
行
政
法
」
は
、
国
際
法
で
あ
る
と
す
る
（
二
五
）
。
伊
藤
・
前
掲
書
一
以
下
。
法
系
に
っ
い
て
は
、
塑
じ
麩
算
い
霧
α
q
還
呂
の
ω
器
替
ひ
導
霧
留
繕
o
騨
8
暮
①
臼
8
篤
絢
霧
」
鶏
o。
・
参
照
。
大
木
教
授
は
、
比
較
法
と
法
統
一
の
視
点
か
ら
接
近
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
大
木
・
前
掲
論
文
・
立
教
法
学
四
）
。
法
統
一
は
、
従
来
、
国
内
私
法
の
統
一
（
国
際
私
法
も
含
む
）
に
、
議
論
が
集
中
し
て
い
た
が
、
法
統
一
の
方
法
論
に
は
、
構
造
的
統
一
と
作
用
的
統
一
の
二
つ
の
方
法
が
あ
り
、
公
法
の
統
一
も
考
え
ら
れ
る
（
拙
稿
「
比
較
行
政
法
」
二
五
以
下
）
。
例
え
ば
、
労
働
法
分
野
で
は
、
共
同
体
「
E
C
職
員
規
定
」
等
も
あ
り
、
こ
の
規
定
は
、
特
殊
で
は
あ
る
が
加
盟
国
内
法
的
に
は
、
公
法
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
　
（
金
丸
・
前
掲
書
四
四
、
勾
ゆ
α
q
ぎ
鷺
Φ
纂
ω
急
α
Q
ぼ
臼
Φ
馨
暮
δ
昌
8
覧
一
8
乞
霧
器
図
協
o
鷺
鼠
霧
資
蝕
3
ω
警
碧
鐸
窃
餌
α
Q
窪
け
ω
留
ω
8
鷺
韓
墨
暮
盆
窪
8
幕
窪
窃
一
零
O
。
（
ω
弓
》
↓
d
↓
）
、
人
事
院
法
制
課
訳
「
葺
1
∬
ッ
パ
共
同
体
の
官
吏
規
則
」
調
査
研
究
資
料
一
〇
等
）
。
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
九
（8）（9）
　
導
ー
揮
ッ
パ
共
同
体
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
〇
実
は
、
筆
者
は
、
一
九
八
三
年
の
春
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
（
第
一
、
第
二
大
学
と
第
三
大
学
）
に
諸
教
授
を
訪
ね
た
が
、
第
三
大
学
の
比
較
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
研
究
所
を
訪
問
し
た
と
き
、
そ
こ
に
共
同
体
法
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
の
に
気
が
つ
い
た
。
そ
れ
以
来
、
共
同
体
法
に
関
心
を
も
ち
、
共
同
体
議
会
の
法
務
局
次
長
男
と
鼠
露
器
法
学
博
士
も
訪
ね
、
医
事
法
関
係
の
資
料
等
も
多
数
、
博
士
の
好
意
で
戴
い
た
。
し
か
し
共
同
体
法
に
手
を
染
め
る
に
は
、
残
念
な
が
ら
今
日
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
共
同
体
法
は
、
国
際
法
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
研
究
は
、
外
国
法
の
研
究
と
同
価
値
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
共
同
体
に
は
、
大
陸
法
系
の
み
で
な
く
英
法
系
の
国
も
加
盟
国
で
あ
り
、
か
つ
共
同
体
は
、
国
家
的
存
在
で
も
あ
り
、
右
の
よ
う
に
わ
が
国
に
も
外
交
単
位
と
し
て
接
触
す
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
、
共
同
体
に
関
す
る
部
分
は
、
金
丸
・
前
掲
書
に
よ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）
共
同
体
制
度
（
組
織
・
機
関
）
　
q
D
　
共
同
体
に
は
、
命
令
組
織
と
し
て
委
員
会
（
O
o
欝
謹
一
。
。
ω
δ
”
）
と
理
事
会
（
9
漢
亀
）
が
あ
り
、
規
制
組
織
と
し
て
議
会
（
》
ω
。
。
？
臼
ぴ
一
＄
）
と
司
法
裁
判
所
（
9
暮
留
甘
豊
8
）
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
補
助
組
織
と
し
て
常
設
代
表
委
員
会
（
9
良
芯
留
ω
悶
？
震
傍
①
簿
駕
房
勺
巽
臼
き
。
馨
ω
）
、
社
会
・
経
済
諮
間
組
織
（
○
茜
弩
Φ
ω
ω
8
ご
ふ
8
ぎ
巨
2
霧
8
漢
鴬
憲
無
）
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
投
資
銀
行
（
ω
弩
2
霧
国
霞
o
幕
窪
ま
α
、
ぎ
＜
8
静
器
箏
Φ
簿
）
と
技
術
委
員
会
（
9
導
一
み
ω
富
9
鼠
2
霧
）
が
あ
る
（
駐
纏
鞭
騰
御
麟
）
。
ま
ず
命
令
組
織
を
あ
げ
、
つ
ぎ
に
規
制
組
織
を
示
す
こ
と
に
す
る
。
　
⑧
　
命
令
組
織
、
こ
れ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
①
委
員
会
（
9
露
導
凶
ω
ω
δ
口
）
こ
の
委
員
会
と
、
つ
ぎ
の
理
事
会
に
は
、
権
限
に
つ
い
て
は
、
各
共
同
体
（
駈
喉
）
に
よ
っ
て
異
な
る
法
規
（
勘
α
Q
一
窃
）
が
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、
加
盟
国
政
府
に
ょ
る
共
通
合
意
で
任
命
さ
れ
た
一
四
名
の
委
員
を
包
含
す
る
。
但
し
国
ご
と
に
一
名
～
二
名
を
選
任
す
る
。
委
員
は
、
個
人
の
利
害
と
国
家
に
対
し
て
独
立
す
る
。
彼
等
は
、
政
府
の
い
か
な
る
方
針
（
指
示
）
に
も
従
う
は
ず
も
な
く
、
理
事
会
に
よ
っ
て
も
政
府
の
団
体
に
よ
っ
て
も
罷
免
さ
れ
な
い
。
任
期
は
、
四
年
で
あ
り
更
迭
以
外
は
そ
の
任
期
を
ま
っ
と
う
す
る
。
但
し
辞
職
又
は
司
法
裁
判
所
の
罷
免
に
よ
っ
て
任
期
は
終
了
す
る
こ
と
も
あ
る
、
。
　
条
約
は
、
議
会
が
委
員
会
に
対
し
て
問
責
動
議
（
簿
＆
窪
留
8
嵩
葭
①
）
の
票
決
が
で
き
、
そ
れ
が
採
択
さ
れ
る
と
委
員
は
辞
職
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
規
定
す
る
（
o僧
け
跨
翰
p
o
）
が
、
こ
れ
は
、
議
院
内
閣
制
（
誌
α
q
ぎ
Φ
℃
舘
竃
簿
窪
鼠
審
）
か
ら
着
想
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
委
員
会
に
、
政
治
的
な
執
行
責
任
を
取
ら
す
こ
と
を
狙
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。
　
委
員
会
は
、
各
委
員
が
部
局
に
対
し
責
任
を
も
ち
、
か
つ
委
員
会
の
役
務
を
指
揮
す
る
コ
レ
ジ
ュ
（
同
僚
）
を
構
成
し
、
委
員
長
と
副
委
員
長
（
砧
）
を
選
任
す
る
。
　
委
員
会
に
直
接
関
係
す
る
役
務
（
関
税
組
合
、
法
律
・
統
計
と
公
共
の
役
務
）
以
外
は
、
委
員
会
の
役
務
は
、
普
通
事
務
局
（
匁
○
）
を
包
括
す
る
。
普
通
事
務
局
は
、
吏
員
（
♂
鷺
鉱
o
匿
鍵
一
8
）
と
そ
の
他
の
職
員
（
夷
①
旨
ω
、
総
数
約
一
万
名
）
が
割
当
ら
れ
、
彼
等
は
、
規
律
法
規
（
ω
鑓
9
ω
融
α
q
竃
ヨ
o
暮
鉱
お
）
に
従
い
（
贈
鯵
ω
艀
詩
く
軋
㎜
）
、
一
定
の
持
権
と
免
除
を
受
け
て
い
る
。
　
委
員
会
は
、
各
委
員
と
共
同
体
の
高
級
吏
員
と
が
権
限
の
授
権
に
つ
い
て
は
矛
盾
せ
ず
、
厳
格
な
規
制
に
従
う
。
彼
等
は
、
権
限
を
瞼
越
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
つ
ね
に
釈
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
存
在
で
あ
り
、
自
由
裁
量
権
　
（
8
瑳
o
窪
＆
零
頴
戯
窪
鑓
騨
Φ
）
を
も
た
ず
、
た
だ
執
行
職
務
の
み
を
手
に
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
委
員
会
は
、
C
E
C
A
で
は
、
他
の
二
共
同
体
に
お
け
る
よ
り
も
、
重
要
な
権
限
を
行
使
す
る
。
C
E
E
条
約
第
一
五
五
条
は
、
権
限
に
特
有
な
定
義
を
与
え
る
。
そ
れ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
　
　
　
ヨ
ー
撰
ヅ
。
ハ
共
同
体
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二
　
⑥
　
自
ら
又
は
理
事
会
の
要
求
で
行
使
す
る
提
案
権
を
拡
張
す
る
権
限
を
も
つ
。
理
事
会
が
こ
れ
を
命
じ
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
委
員
会
が
提
案
を
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
㈲
　
委
員
会
は
、
国
家
の
独
立
組
織
（
o
お
き
Φ
）
に
関
す
る
限
り
条
約
の
保
障
者
（
α
q
震
象
窪
）
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
多
様
な
権
限
を
行
使
す
る
。
イ
委
員
会
は
、
国
家
や
企
業
と
、
と
も
に
照
会
・
調
査
し
、
担
共
同
体
法
の
規
定
の
違
反
の
場
合
は
、
企
業
に
対
し
て
制
裁
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
、
ハ
国
家
（
単
数
）
の
共
同
義
務
の
違
背
の
場
合
、
自
己
の
発
議
又
は
国
家
の
要
求
に
基
づ
く
動
機
決
定
（
泳
o
芭
9
ヨ
9
貯
8
　
0
只
5
）
又
は
動
機
勧
告
（
O
国
国
）
が
で
ぎ
、
必
要
な
場
合
、
司
法
裁
判
所
に
提
訴
す
な
わ
ち
共
同
体
争
訟
（
8
艮
①
筥
搭
莫
　
8
謹
欝
§
餌
暮
鉱
審
）
を
提
起
し
、
二
保
護
条
項
（
o
一
雲
ω
8
留
ω
婁
く
①
α
q
巽
α
）
の
適
用
を
規
制
（
8
簿
δ
箒
）
す
る
。
こ
れ
は
、
条
約
の
《
保
障
者
》
の
役
割
を
果
す
今
一
つ
の
方
法
で
も
あ
る
。
　
⑥
　
C
E
E
又
は
C
E
E
A
に
お
け
る
よ
り
C
E
C
A
に
お
い
て
は
広
範
で
あ
る
規
範
権
限
（
宕
薯
o
騨
嵩
震
臼
舞
一
＜
。
み
α
Q
一
。
臼
窪
－
欝
騨
o
　
規
律
的
）
を
行
使
す
る
。
こ
れ
は
、
C
E
E
に
関
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
イ
原
則
と
し
て
関
税
組
合
に
関
す
る
が
、
条
約
に
よ
っ
て
制
限
的
に
列
挙
さ
れ
た
事
項
の
自
律
的
（
習
8
8
ヨ
Φ
）
規
範
的
権
限
を
保
持
し
、
据
委
員
会
は
、
一
定
の
要
件
で
起
草
さ
れ
た
規
範
（
議
α
Q
一
〇
ω
）
の
執
行
が
理
事
会
に
よ
っ
て
授
権
さ
れ
た
場
合
、
類
推
さ
れ
る
規
範
的
権
力
を
行
使
す
る
。
一
定
の
要
件
は
、
こ
う
し
た
授
権
が
、
共
同
体
の
制
度
的
均
衡
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
ず
、
か
つ
す
で
に
規
定
さ
れ
た
規
範
の
執
行
の
方
法
に
つ
い
て
し
か
規
定
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
授
権
の
例
は
、
農
業
市
場
管
理
委
員
会
（
8
湧
ぼ
ω
）
で
あ
る
。
　
⑥
　
委
員
会
は
、
条
約
が
規
定
し
な
い
場
合
で
も
、
推
奨
（
器
8
導
き
銭
呂
呂
）
又
は
勧
告
の
一
般
的
権
力
を
行
使
す
る
。
　
⑥
　
外
部
と
の
合
意
を
商
議
す
る
（
C
E
E
条
約
に
ヒ
）
が
、
実
際
に
は
理
事
会
が
委
任
で
行
う
。
㈹
　
共
同
体
役
務
と
そ
の
基
金
（
ま
＆
ω
）
の
管
理
権
を
も
つ
。
　
②
　
理
事
会
　
理
事
会
は
、
一
九
六
五
年
以
来
、
ユ
ニ
…
ク
で
あ
る
。
大
臣
（
巨
鼠
ω
群
霧
）
で
構
成
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
合
議
制
（
理
事
会
）
の
目
的
に
従
っ
て
、
そ
の
資
格
が
異
る
。
例
え
ば
（
農
業
問
題
の
討
議
が
目
的
な
ら
）
、
各
加
盟
国
の
農
業
大
臣
が
構
成
員
に
な
る
。
各
国
政
府
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
一
名
に
授
権
す
る
。
理
事
長
は
、
六
ケ
月
で
交
替
す
る
。
理
事
会
日
程
は
、
常
設
代
表
委
員
会
（
O
O
閃
出
U
国
悶
）
が
準
備
し
、
　
（
討
議
な
く
投
票
す
る
）
A
部
と
（
討
議
の
み
あ
り
又
は
票
決
の
な
い
）
B
部
を
も
包
含
す
る
。
草
案
の
起
草
を
す
る
委
員
会
（
9
導
巨
釜
霧
）
は
、
防
御
の
た
め
に
理
事
会
の
討
議
に
参
加
す
る
。
　
ヨ
ー
β
ッ
パ
理
事
会
（
9
漢
亀
窪
8
冨
霧
）
は
、
元
首
と
政
府
首
長
で
構
成
さ
れ
る
が
、
こ
の
理
事
会
を
構
成
す
る
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
ヨ
ー
p
ヅ
パ
理
事
会
が
条
約
の
内
容
に
入
る
法
律
行
為
（
8
富
ω
甘
甑
島
2
霧
）
に
手
を
そ
め
て
も
、
ま
っ
た
く
反
対
さ
れ
な
い
が
、
ヨ
…
・
ッ
パ
理
事
会
が
大
臣
で
構
成
す
る
理
事
会
に
代
わ
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
p
ー
マ
条
約
で
は
、
決
定
は
、
若
干
の
方
法
を
停
止
し
、
実
際
に
は
、
条
約
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
方
式
を
修
正
し
た
ル
ク
サ
ソ
ブ
ー
ル
の
取
極
め
（
鋤
誕
磐
α
Q
？
簿
Φ
蓉
留
ぴ
q
誘
旨
9
q
お
）
か
ら
生
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
理
事
会
は
、
右
の
よ
う
に
外
交
・
外
政
会
議
的
で
あ
る
の
で
、
票
決
が
重
要
で
あ
る
か
ら
、
票
求
の
種
類
を
、
ま
ず
示
す
と
、
左
の
よ
う
で
あ
る
。
　
⑥
　
単
純
多
数
投
票
（
C
E
E
条
約
脂
四
）
こ
れ
は
、
も
っ
と
も
単
純
な
手
続
で
あ
る
。
　
㈲
　
満
場
一
致
の
票
決
　
こ
れ
は
、
重
要
な
分
野
例
え
ば
、
国
家
の
新
規
の
加
盟
、
国
内
立
法
と
の
調
整
等
の
永
続
的
方
法
で
実
行
さ
れ
て
い
る
（
奥
、
『
）
事
項
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
三
　
　
　
　
ヨ
ー
撰
ッ
パ
共
同
体
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
四
　
⑥
　
重
要
多
数
の
票
決
　
（
＜
0
9
餅
冨
導
a
簿
諒
2
巴
一
獄
①
）
　
こ
れ
は
、
票
決
の
重
要
性
に
専
ら
よ
る
が
、
つ
ぎ
の
場
合
で
あ
る
。
　
イ
C
E
C
A
の
範
囲
で
は
、
理
事
会
が
、
　
二
～
三
の
国
が
石
炭
や
鉄
鋼
の
生
産
の
一
／
c
。
を
確
保
す
る
こ
と
を
捜
入
す
る
絶
対
多
数
（
導
蝕
o
葺
①
ぎ
ω
良
審
）
の
委
員
会
（
9
露
導
一
ω
忽
9
）
の
提
案
に
従
っ
て
勧
告
を
行
い
、
p
C
E
E
の
範
囲
で
は
、
決
定
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
重
要
な
基
礎
に
基
づ
い
て
六
三
に
対
し
四
五
票
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
ド
イ
ッ
連
邦
共
和
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ヤ
と
、
大
ブ
リ
テ
ン
・
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
は
、
国
ご
と
に
一
票
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ギ
リ
シ
ャ
と
オ
ラ
ン
ダ
は
、
国
ご
と
に
五
票
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
ア
イ
ラ
ン
ド
は
、
国
ご
と
に
三
票
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ー
ル
は
、
二
票
を
自
由
に
す
る
。
共
同
体
拡
張
に
関
す
る
文
書
の
中
の
記
載
の
規
定
は
、
葺
ー
虞
ッ
パ
六
国
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
制
度
を
再
生
し
て
、
な
お
区
別
を
す
る
。
ー
も
し
理
事
会
の
決
定
が
委
員
会
（
9
導
鼠
琶
舅
）
の
提
案
を
再
提
出
す
る
な
ら
ば
、
と
に
か
く
四
五
票
が
必
要
で
あ
る
が
、
ー
も
し
理
事
会
の
決
定
が
共
同
体
の
提
案
を
は
な
れ
る
な
ら
ば
、
最
少
六
力
国
へ
の
好
意
的
票
決
を
含
む
四
五
票
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
規
範
は
、
大
国
の
恣
意
的
方
針
（
鉱
冨
9
0
冨
留
ω
　
α
q
審
呂
8
薯
奮
磐
8
ω
）
を
回
避
す
る
目
的
を
も
つ
。
委
員
会
O
o
露
鼠
器
S
）
は
、
し
た
が
っ
て
加
盟
国
の
す
べ
て
の
利
益
の
保
障
者
の
よ
う
で
あ
る
が
、
一
九
六
六
年
以
来
続
い
た
実
際
で
は
、
重
要
多
数
の
票
決
は
、
変
化
し
た
。
　
理
事
会
の
権
限
は
、
勧
告
権
（
単
純
又
は
合
同
ω
ぎ
冨
o
窪
8
焦
霞
ヨ
8
の
）
が
授
権
さ
れ
て
い
た
C
E
C
A
に
お
け
る
よ
り
C
E
E
に
お
い
て
は
、
一
層
拡
大
さ
れ
て
い
る
が
、
格
別
に
は
決
定
し
か
行
わ
な
い
。
そ
れ
は
、
C
E
E
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
　
⑥
　
規
範
的
権
限
を
行
使
す
る
。
条
約
と
共
同
政
策
の
実
行
に
関
す
る
法
律
行
為
を
行
う
。
し
か
し
そ
れ
は
、
そ
れ
自
体
か
ら
発
す
る
　
一
般
規
範
（
議
α
q
一
霧
α
q
書
簿
巴
霧
）
に
ょ
っ
て
拘
束
さ
れ
て
い
る
。
さ
れ
た
討
議
権
と
規
制
権
を
行
使
す
る
。
に
な
る
が
f
一
般
的
普
通
選
挙
を
基
礎
に
し
て
拡
大
さ
れ
た
権
限
が
規
定
さ
れ
た
。
充
分
に
リ
エ
ゾ
ン
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
　
議
会
は
、
一
九
六
二
年
《
ヨ
ー
導
ッ
パ
議
会
》
と
し
て
選
ば
れ
た
が
、
ま
ず
（
全
加
盟
国
の
）
各
国
内
手
続
（
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
で
は
一
蔑
脹
に
碑
法
律
）
に
基
づ
い
て
各
国
の
国
会
（
評
『
一
Φ
9
窪
鍍
鍔
け
一
〇
欝
琵
）
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
た
。
C
E
E
条
約
第
三
八
条
と
C
E
C
A
第
二
一
条
と
第
一
〇
八
条
は
、
以
下
の
よ
う
な
規
定
を
予
め
う
た
っ
て
い
た
。
加
盟
国
の
す
べ
て
に
お
い
て
統
一
手
続
に
よ
る
普
通
選
制
を
見
通
せ
る
草
案
を
入
念
に
練
上
げ
、
各
国
憲
法
規
範
に
従
っ
て
加
盟
国
が
採
択
す
る
こ
と
を
勧
奨
す
る
規
定
を
決
定
す
る
こ
と
を
理
事
会
は
、
i
こ
こ
で
は
満
場
一
致
が
規
定
さ
れ
て
い
た
が
i
決
定
す
る
と
。
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
五
　
す
る
。
　
　
条
約
の
改
正
に
関
す
る
権
限
の
以
外
に
は
各
条
約
の
脱
漏
を
補
完
す
る
た
め
に
第
二
三
五
条
を
用
い
る
。
　
　
メ
ン
バ
ー
国
に
よ
る
批
准
留
保
の
下
で
、
憲
法
性
質
の
決
定
を
行
う
（
固
有
の
手
段
の
一
菊
普
通
選
挙
の
ト
鉦
）
。
　
　
予
算
に
関
す
る
決
定
権
限
を
保
持
す
る
。
　
　
規
制
組
織
　
こ
れ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ツ
プ
ル
　
　
議
会
（
》
ω
ω
Φ
簿
露
留
）
　
議
会
は
、
共
同
体
に
加
盟
す
る
国
の
人
民
（
国
民
）
の
代
表
か
ら
な
り
、
現
在
の
条
約
に
よ
っ
て
賦
与
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C
E
C
A
の
総
会
（
》
ω
ω
Φ
導
ぴ
一
曾
）
は
ー
一
九
五
七
年
か
ら
共
通
組
織
（
o
茜
箆
8
簿
憲
巷
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
は
、
制
度
の
展
開
は
、
正
統
性
と
権
限
の
間
に
㈲
　
加
盟
国
の
経
済
政
策
の
調
整
を
確
保
す
る
。
の
　
政
治
的
タ
イ
プ
の
行
為
を
行
う
。
共
同
体
会
計
の
た
め
国
際
合
意
を
締
結
し
、
吏
員
そ
の
他
の
職
員
の
法
規
を
含
む
規
律
を
規
定
（ラ但匂（f（　⑫①
　
　
　
　
ヨ
ー
質
ヅ
パ
共
同
体
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
六
　
一
九
六
〇
年
議
会
が
提
示
し
た
選
挙
の
第
一
草
案
は
、
フ
ラ
ソ
ス
の
反
対
に
あ
う
が
、
こ
の
選
挙
制
度
の
支
持
者
と
反
対
者
（
力
導
必
や
蕨
ガ
”
蹄
潔
愚
解
）
に
分
か
れ
、
フ
ラ
ン
ス
の
反
対
も
、
そ
の
疑
念
を
は
ら
し
、
一
九
七
六
年
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
理
事
会
の
原
則
決
定
後
、
理
事
会
は
、
あ
る
決
定
を
行
い
ー
こ
れ
は
実
際
に
は
国
際
合
意
（
Φ
轟
品
①
奪
窪
ユ
旨
の
導
蝕
舅
巴
）
で
あ
る
が
ー
一
九
七
六
年
二
月
、
そ
の
付
属
文
書
（
霧
9
欝
篇
舘
）
は
、
構
成
各
国
の
批
准
に
従
う
が
i
、
こ
の
本
文
は
二
点
に
つ
い
て
第
二
二
八
条
を
修
正
し
た
。
直
接
普
通
選
挙
は
、
一
九
七
九
年
六
月
に
出
現
し
た
。
大
ブ
リ
テ
ン
・
北
ア
イ
ル
ラ
ソ
ド
王
国
を
除
い
て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
国
境
区
域
（
ガ
杉
ゾ
凱
移
妙
）
又
は
地
方
区
域
（
ザ
胃
ρ
磁
郷
繊
陶
咽
ボ
瓠
轡
i
）
に
お
け
る
代
表
名
簿
制
投
票
を
採
択
し
た
。
　
ギ
リ
シ
ャ
の
同
意
以
来
、
議
会
は
、
三
年
の
任
期
の
代
表
議
員
（
朋
鉦
）
を
必
要
と
す
る
。
そ
の
内
訳
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ヤ
、
ド
イ
ッ
連
邦
共
和
国
と
大
ブ
リ
テ
ン
・
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
は
、
各
八
一
名
、
オ
ラ
ン
ダ
は
、
二
五
名
、
ベ
ル
ギ
ー
と
ギ
リ
シ
ャ
は
、
二
四
名
、
デ
ン
マ
…
ク
は
、
一
六
名
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
一
五
名
、
ル
ク
サ
ン
ブ
…
ル
は
、
六
名
で
あ
る
。
政
治
グ
ル
ー
プ
は
、
未
登
録
を
除
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
社
会
主
義
者
グ
ル
…
プ
　
（
α
q
8
唇
①
ω
8
芭
一
馨
①
）
、
ヨ
ー
翼
ッ
パ
人
民
党
　
（
窟
益
も
8
巳
巴
諾
窪
8
忌
窪
（
留
ヨ
o
R
呂
？
。
ぼ
亀
窪
器
）
）
、
共
産
主
義
者
グ
ル
…
プ
（
α
q
3
唇
Φ
8
目
ヨ
馨
一
ω
審
）
、
自
由
民
主
グ
ル
…
プ
（
α
q
8
唇
①
ま
R
巴
9
留
e
8
奉
賦
2
Φ
）
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
進
歩
民
主
々
義
（
獄
ヨ
O
R
8
霧
窪
8
審
窪
ω
α
の
肩
畠
勘
ω
）
。
　
一
九
八
一
年
以
来
、
議
会
は
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
に
毎
月
、
集
会
す
る
。
し
か
し
事
務
総
長
（
ω
①
R
簿
巽
一
縁
ゆ
q
曾
曾
毘
）
は
、
ル
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
に
あ
り
、
委
員
会
と
グ
ル
…
プ
は
、
ブ
ル
ユ
ッ
セ
ル
に
集
会
す
る
。
議
会
は
、
執
行
部
（
ω
漢
。
磐
、
部
長
と
一
二
副
部
長
・
任
期
二
年
半
）
を
選
挙
す
る
。
執
行
部
は
、
グ
ル
ー
プ
の
長
と
と
も
に
日
程
を
準
備
す
る
が
、
議
会
は
、
又
常
任
委
員
会
（
9
筥
謹
帥
ω
の
剛
呂
も
R
ヨ
き
①
簿
Φ
ω
影
鉱
委
）
と
女
性
に
関
す
る
調
査
委
員
会
（
野
麟
）
を
も
っ
。
・
　
議
会
の
権
限
は
、
つ
ぎ
の
三
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
る
。
　
⑥
　
諮
問
権
限
　
こ
れ
は
、
さ
ら
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
分
け
る
。
イ
共
同
体
の
文
書
（
8
富
ω
）
や
革
案
の
勧
告
を
行
う
諮
問
組
織
（
・
マ
αQ
弩
Φ
）
の
す
べ
て
に
先
立
っ
て
議
会
が
こ
れ
を
行
う
が
、
こ
の
意
見
は
、
条
約
が
予
め
規
定
す
る
場
合
は
、
義
務
で
あ
る
（
鰍
涜
縦
矧
膿
縢
敏
虹
澁
灘
麟
駒
囎
内
）
。
議
会
は
、
商
議
合
意
の
領
域
に
お
け
る
よ
り
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
諮
問
を
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
諮
問
は
、
管
理
組
織
（
○
薦
き
o
留
島
器
象
睾
）
と
関
係
が
な
い
。
β
一
九
七
五
年
三
月
四
日
の
共
通
宣
言
は
、
財
政
関
係
の
新
し
い
範
囲
の
共
通
行
為
の
協
議
手
続
を
設
け
る
。
こ
う
し
て
議
会
の
諮
問
権
力
と
そ
の
課
税
権
力
を
結
合
す
る
こ
と
は
、
一
方
法
で
あ
る
（
先
決
的
被
諮
問
権
）
。
　
㈲
　
課
税
権
限
　
議
会
は
、
こ
れ
に
も
一
九
七
五
年
以
来
、
共
同
決
定
（
8
ム
ひ
息
ω
呂
）
権
力
を
獲
得
し
て
い
る
。
　
⑥
　
規
制
権
限
　
こ
れ
は
、
さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
る
。
イ
議
会
は
、
文
書
又
は
◎
頭
の
質
間
を
委
員
会
（
O
O
露
謹
坤
ω
ω
一
舅
）
に
提
出
し
、
内
部
規
律
の
基
本
部
分
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
に
、
質
問
す
る
。
そ
の
回
答
は
、
口
頭
又
は
文
書
で
あ
る
。
と
く
に
文
書
回
答
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
公
報
（
ぢ
広
導
箪
o
臼
o
鎮
留
ω
8
3
箏
毒
鋤
暮
ひ
ω
o
貰
8
留
蒙
8
）
に
公
表
さ
れ
る
が
、
理
事
会
は
、
一
定
の
宣
言
を
議
会
に
対
し
て
行
う
。
な
お
政
治
的
共
働
の
領
域
に
お
い
て
、
議
会
は
、
外
国
外
務
大
臣
の
会
議
に
も
質
問
を
す
る
。
羅
議
会
は
、
委
員
会
（
9
跨
邑
鐙
舅
）
の
管
理
に
関
し
て
問
責
動
議
を
o
。
／
鱒
又
は
、
構
成
員
の
過
半
数
で
票
決
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
ハ
委
員
会
（
9
謹
鼠
量
舅
）
は
、
議
会
に
対
し
て
宣
言
を
す
る
が
、
こ
の
伝
統
を
信
任
投
票
（
露
く
霧
馨
霞
①
）
の
（
問
責
動
議
と
均
衡
の
と
れ
た
）
正
真
正
銘
の
討
議
に
変
え
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
二
委
員
会
（
O
O
9
呂
塗
窪
）
は
、
毎
年
、
　
一
般
報
告
（
憲
嬉
o
答
α
q
魯
簿
巴
）
を
発
す
る
が
、
議
会
は
、
そ
の
審
査
が
終
わ
っ
た
と
き
に
判
断
票
決
を
行
う
。
ホ
議
会
内
部
規
律
に
つ
い
て
は
、
議
会
に
、
全
事
項
に
わ
た
っ
て
決
議
票
決
が
許
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
、
管
理
組
織
の
行
為
を
矯
正
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
七
　
　
　
　
ヨ
ー
憐
ッ
パ
共
同
体
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
三
八
　
②
　
司
法
裁
判
所
（
O
o
霞
号
甘
鋒
8
）
　
司
法
裁
判
所
は
、
判
事
（
社
）
と
次
席
検
事
（
訪
＜
0
8
房
ひ
Q
ゆ
簿
鐙
琵
鉦
・
任
期
六
年
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
条
約
は
、
判
事
の
国
内
的
要
件
に
関
し
て
は
何
ら
の
要
件
も
規
定
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
、
政
府
（
酌
嚇
）
間
の
合
意
に
よ
る
。
判
事
乏
次
席
検
長
は
、
両
立
せ
ず
、
い
ず
れ
も
一
定
の
持
権
を
受
け
る
。
裁
判
所
は
、
司
法
作
用
の
促
進
の
た
め
に
一
定
の
部
（
三
部
　
（
）
冨
謹
ぼ
霧
）
を
よ
う
し
て
い
る
が
、
こ
の
司
法
裁
判
所
は
、
行
政
裁
判
所
で
あ
り
、
共
同
体
の
争
訟
を
裁
断
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
次
席
検
事
は
、
当
該
裁
判
所
に
係
属
し
た
事
件
に
つ
い
て
意
見
（
8
糞
ぎ
巴
窪
導
o
鐵
詠
8
）
を
述
べ
、
当
事
者
の
代
表
は
、
国
に
対
し
て
代
理
人
（
謎
Φ
葺
）
に
よ
っ
て
、
個
人
・
法
人
に
対
し
て
は
弁
護
士
（
薯
0
8
欝
）
に
よ
っ
て
（
弁
論
が
）
、
保
障
さ
れ
て
い
る
。
　
裁
判
所
は
、
手
続
規
律
を
創
造
す
る
が
、
文
書
の
位
相
（
璽
は
、
と
く
に
趣
意
書
の
交
換
に
よ
っ
て
開
か
れ
、
口
頭
の
位
相
は
、
判
事
の
聴
間
に
よ
る
が
、
裁
判
所
は
、
報
告
者
、
当
事
者
の
代
表
と
専
門
家
を
包
括
す
る
こ
と
に
な
る
。
公
開
法
廷
で
行
わ
れ
た
判
決
（
鋤
霞
曾
）
は
構
成
国
内
で
執
行
力
（
騰
a
8
輿
9
露
9
審
）
を
も
つ
。
特
別
の
手
続
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
執
行
の
緊
急
又
は
猶
予
の
手
続
で
あ
る
。
　
裁
判
所
の
方
法
は
、
一
種
の
司
法
機
能
主
義
（
ま
欝
賦
象
郎
巴
δ
糞
の
一
窪
薫
9
巴
器
）
を
呼
越
こ
す
。
条
約
の
正
文
か
ら
、
法
を
示
す
が
、
共
同
体
の
効
果
的
発
展
を
も
明
ら
か
に
す
る
。
　
⑥
　
裁
判
所
は
、
諮
間
機
能
を
行
う
。
条
約
改
正
の
提
案
又
は
C
E
E
条
約
（
κ
一
｝
〉
と
外
部
合
意
の
草
案
と
の
矛
盾
に
関
し
て
勧
告
を
行
う
。
裁
判
所
は
、
共
同
体
の
外
的
権
能
の
拡
大
に
寄
与
し
て
い
る
。
　
㈲
　
裁
判
所
は
、
争
訟
（
の
判
断
）
機
能
を
行
使
す
る
。
裁
判
所
は
、
帰
属
す
る
権
限
し
か
行
使
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
判
事
は
、
共
同
体
争
訟
の
判
事
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
権
限
は
、
C
E
C
A
条
約
に
よ
っ
て
に
…
マ
条
約
に
お
い
て
増
大
し
た
。
　
実
際
、
裁
判
所
は
、
ヨ
ー
p
ッ
パ
統
合
（
一
簿
9
機
簿
一
窪
）
の
主
要
な
組
織
で
あ
る
の
で
、
《
判
事
統
治
》
（
α
q
2
奉
露
①
簿
①
昌
甑
窃
旨
鴨
ω
）
と
い
わ
れ
た
。
そ
の
上
、
裁
判
所
は
、
共
同
体
の
権
能
の
拡
大
（
強
化
）
に
腐
心
す
る
が
、
裁
判
所
は
、
共
同
体
の
法
律
秩
序
の
構
成
を
不
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
動
の
も
の
と
す
る
こ
と
に
も
つ
く
し
、
共
同
体
の
規
範
（
勘
α
q
一
8
）
の
解
釈
に
手
を
染
め
て
い
る
。
　
㈲
　
共
同
体
組
織
・
機
関
の
性
質
　
右
の
組
織
・
機
関
を
主
と
し
て
議
院
内
閣
制
の
視
点
か
ら
、
瞥
見
す
る
な
ら
ば
、
と
く
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
え
る
で
あ
ろ
う
（
雛
軒
臨
鷹
射
難
翻
獅
姻
臆
磁
等
）
。
　
①
委
員
会
（
9
欝
詮
鴇
9
）
委
員
会
は
、
内
閣
的
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
と
く
に
、
以
下
の
よ
う
に
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
イ
間
責
動
議
が
可
決
さ
れ
た
場
合
、
委
員
が
辞
職
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
醜
齢
蝿
礎
甑
暫
繍
聾
、
　
胃
条
約
の
保
障
者
で
あ
る
（
騨
蹴
擁
樹
働
膿
鰍
樽
麟
醗
漁
頽
槻
渕
購
）
。
ハ
自
律
的
規
範
権
を
保
持
し
規
範
的
権
力
を
行
使
す
る
。
二
勧
告
に
つ
い
て
の
一
般
権
力
を
行
使
す
る
。
ホ
外
部
合
意
を
推
奨
・
行
使
す
る
（
牌
鮫
駄
鰍
蹴
欝
滅
眺
臓
醗
膿
輔
魏
の
の
撫
範
睦
縣
仇
き
ゆ
魏
）
、
へ
普
通
事
務
局
の
吏
員
等
を
掌
理
す
る
（
総
強
癒
鮪
）
、
ト
委
員
の
身
分
が
保
障
さ
れ
て
い
る
（
櫨
批
駐
）
、
チ
委
員
会
の
宣
言
に
対
し
議
会
は
、
こ
れ
を
問
責
動
議
と
均
衡
の
と
れ
た
信
任
投
票
（
3
＜
8
簿
瑛
①
）
の
討
議
に
し
ょ
う
と
し
て
い
る
。
な
お
委
員
会
は
、
法
規
・
規
律
の
提
案
権
を
も
つ
が
、
提
案
権
の
み
、
み
れ
ば
、
一
層
内
閣
的
で
あ
ろ
う
（
魏
織
．
）
。
　
②
　
理
事
会
　
理
事
会
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
理
事
会
は
、
委
員
会
（
9
導
鼠
霧
窪
）
と
異
り
外
交
機
関
で
あ
り
、
そ
の
構
成
員
が
自
国
政
府
の
訓
令
か
ら
解
放
さ
れ
議
会
に
対
し
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
、
と
も
か
く
現
段
階
で
は
、
超
国
家
的
性
格
は
な
い
と
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
う
説
に
対
し
て
、
反
対
論
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
こ
の
議
論
に
立
入
る
こ
と
も
、
又
に
わ
か
に
決
す
る
こ
と
も
、
で
き
な
い
。
し
か
し
こ
の
問
題
は
、
「
性
質
」
に
関
係
が
あ
る
点
で
は
、
関
係
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
理
事
会
は
、
「
理
事
会
」
と
い
う
い
わ
ば
、
〈
う
つ
わ
〉
が
あ
る
だ
け
で
、
目
的
（
事
項
）
に
従
っ
て
加
盟
国
の
関
係
大
臣
が
、
具
体
的
に
理
事
会
を
構
成
し
、
理
事
長
は
、
六
ヵ
月
で
交
替
す
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
九
　
　
　
　
躍
1
寡
ヅ
パ
共
同
体
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
〇
る
。
い
わ
ば
共
同
体
内
の
外
交
・
外
政
会
議
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
票
決
が
重
要
で
あ
る
が
、
票
決
方
式
が
三
形
式
も
あ
る
。
こ
れ
自
体
も
政
治
的
決
定
で
あ
り
、
加
盟
国
の
利
害
と
共
同
体
の
利
害
の
調
整
の
方
法
で
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
と
く
に
加
盟
国
に
よ
っ
て
票
数
も
異
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
反
対
説
の
い
う
構
成
員
が
そ
う
し
た
権
限
を
越
え
た
か
否
か
は
、
議
決
の
効
力
に
作
用
し
な
い
こ
と
も
あ
り
、
国
家
利
益
と
共
同
体
利
益
は
特
殊
な
仕
方
で
調
整
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
何
ら
か
の
理
由
も
示
さ
ず
共
同
体
の
利
益
は
優
先
す
べ
き
で
あ
る
等
と
い
う
の
は
、
共
同
体
の
支
持
派
の
強
弁
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
又
、
存
在
し
活
動
す
る
共
同
体
の
存
在
自
体
が
、
加
盟
国
間
な
い
し
加
盟
国
と
共
同
体
の
利
害
の
調
整
の
場
と
し
て
理
事
会
を
位
置
づ
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
議
会
的
権
限
は
、
わ
ず
か
に
草
案
の
討
議
と
予
算
決
定
の
権
限
（
瑠
獄
㈹
等
）
の
み
の
よ
う
で
あ
り
、
他
は
、
む
し
ろ
内
閣
的
権
限
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
内
閣
的
権
限
（
聴
化
斑
鷺
）
そ
れ
自
体
が
政
治
的
取
引
、
と
く
に
票
決
等
に
耐
え
て
、
具
体
化
さ
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
は
、
討
議
そ
れ
自
体
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
又
規
律
の
制
定
権
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
右
の
議
会
的
権
限
に
加
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
命
令
組
織
つ
ま
り
委
員
会
（
9
欝
導
一
ω
ω
呂
）
と
理
事
会
は
、
両
者
を
合
し
て
、
そ
の
権
限
は
、
内
閣
的
で
あ
り
、
命
令
組
織
は
、
概
し
て
内
閣
的
存
在
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
　
③
議
会
　
議
会
は
、
な
お
議
会
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
理
由
は
、
と
く
に
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
議
会
は
、
唯
一
の
立
法
機
関
で
も
な
け
れ
ば
（
囎
翻
匙
）
、
む
し
ろ
立
法
権
は
な
い
（
醗
勲
磁
簿
鎌
揃
硫
は
漏
姻
瞭
）
が
、
と
く
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
議
会
（
殴
）
的
制
度
が
あ
る
。
イ
議
員
は
、
加
盟
国
内
で
普
通
選
挙
で
選
任
さ
れ
る
（
漁
鎚
轍
）
、
豚
会
議
は
、
加
盟
国
別
で
な
く
、
グ
ル
ー
プ
（
磯
）
別
に
分
か
れ
着
席
し
行
動
す
る
。
ハ
日
程
は
、
執
行
部
と
グ
ル
ー
プ
の
長
と
で
準
備
さ
れ
（
線
槻
葬
罵
）
、
二
問
責
動
議
権
が
あ
る
（
槽
鋤
鰍
）
、
ホ
共
同
体
文
書
草
案
の
先
議
権
（
儲
遡
を
も
つ
、
へ
議
会
は
、
委
員
会
（
9
讐
昌
霧
8
）
に
対
し
文
書
等
の
質
問
す
る
権
限
が
あ
る
（
麟
騨
盤
鉾
鰺
）
、
ト
一
定
事
項
に
つ
い
て
外
国
外
務
大
臣
に
質
問
す
る
権
限
が
あ
る
（
鋼
麺
鰍
一
一
）
、
チ
議
会
は
、
一
般
報
告
（
鋼
慮
獺
舩
）
を
審
査
し
判
断
票
決
を
す
る
（
舗
灘
勘
）
、
り
課
税
権
を
も
つ
（
櫃
だ
○○
鉱
墜
、
ヌ
信
任
投
票
が
考
え
ら
れ
て
い
る
（
麟
灘
）
、
ル
議
会
内
部
規
律
の
議
決
・
票
決
権
（
途
襲
鞭
以
）
が
あ
る
。
ー
重
復
す
る
が
ー
と
く
に
論
者
は
、
明
確
な
立
法
権
が
議
会
に
な
い
こ
と
を
「
議
会
」
と
い
え
な
い
理
由
の
よ
う
で
　
（
7
）
あ
る
が
、
右
（
層
唄
）
を
理
由
と
し
て
、
こ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
し
か
し
法
治
主
義
の
議
会
に
要
請
す
る
も
の
は
、
立
法
よ
リ
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
む
し
ろ
議
会
が
公
選
の
議
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
い
う
か
ら
、
議
員
が
、
わ
け
て
も
普
通
選
挙
で
選
任
さ
れ
る
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
を
理
由
と
し
て
、
な
お
議
会
は
、
議
会
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
④
司
法
裁
判
所
司
法
裁
判
所
は
、
文
字
通
り
司
法
裁
判
所
で
は
な
く
、
そ
の
実
質
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
行
政
裁
判
所
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
と
く
に
次
席
検
事
が
意
見
を
述
べ
、
争
訟
機
能
を
も
つ
等
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
重
要
で
あ
る
の
は
、
判
決
が
構
成
国
内
で
執
行
力
を
も
つ
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
原
始
法
源
や
派
出
法
源
も
、
直
接
効
力
を
も
つ
よ
う
で
あ
り
（
巖
）
、
又
先
決
問
題
の
制
度
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
先
決
間
題
の
制
度
（
巖
）
は
、
無
理
な
く
、
共
同
体
法
の
執
行
力
を
保
障
す
る
よ
う
で
あ
り
、
す
く
な
く
と
も
加
盟
国
内
で
は
、
解
決
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
　
問
題
は
、
む
し
ろ
基
本
的
に
司
法
裁
判
所
が
裁
判
所
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
国
内
裁
判
所
と
異
な
り
、
こ
の
裁
判
所
は
、
被
諮
問
機
能
を
も
ち
、
国
内
裁
判
所
の
回
避
す
る
統
治
行
為
等
に
属
す
る
よ
う
な
条
約
の
改
正
提
案
と
C
E
E
条
約
（
に
紅
）
の
外
部
合
意
の
草
案
の
矛
盾
に
関
す
る
勧
告
を
行
う
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
被
諮
問
機
能
は
、
国
内
的
に
嫡
外
交
！
行
政
的
で
あ
る
（
癒
蛙
砺
麺
遡
）
。
し
か
し
そ
の
構
造
と
争
訟
機
能
を
見
る
限
り
行
政
裁
判
所
で
あ
る
と
い
え
よ
う
、
そ
れ
は
、
特
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
a
相
対
立
し
た
当
事
者
が
存
在
し
、
そ
の
争
い
と
は
関
係
の
な
い
第
三
者
が
裁
断
す
る
構
造
は
、
こ
の
裁
判
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
二
　
　
　
　
　
ヨ
ー
憐
ッ
パ
共
同
体
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
二
　
　
　
　
　
　
（
10
）
所
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
と
く
に
裁
判
官
と
次
席
検
事
も
両
立
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
特
権
を
も
ち
独
立
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
b
こ
の
裁
判
所
は
、
共
同
体
法
の
適
用
と
く
に
解
釈
に
手
を
染
め
て
い
る
。
共
同
体
法
の
法
源
は
、
つ
ぎ
に
み
る
が
、
処
分
（
激
灘
）
で
あ
る
と
さ
れ
る
も
の
も
共
同
体
の
原
始
法
源
（
㏄
c
E
朋
ひ
罵
靴
）
そ
の
他
の
国
際
合
意
を
基
本
的
前
提
と
し
、
と
く
に
処
分
的
な
も
の
で
も
、
加
盟
国
内
で
立
法
措
置
（
鰍
螂
淘
儲
）
が
行
わ
れ
る
機
会
が
あ
り
、
又
共
同
体
法
は
、
国
内
公
法
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
を
裁
判
所
が
適
用
ー
解
釈
す
る
か
ら
で
あ
り
、
c
お
そ
ら
く
公
法
・
私
法
の
区
別
の
意
味
は
、
こ
の
裁
判
所
の
管
轄
と
の
関
係
で
、
共
同
体
内
で
も
重
要
に
な
る
の
　
　
　
（
簸
）
で
あ
ろ
う
。
（王）（2）（4）（3）（5）
組
織
は
、
o
茜
程
o
の
訳
で
あ
る
が
、
観
念
的
に
は
、
一
定
の
事
務
の
下
に
機
関
と
一
体
的
に
観
念
さ
れ
る
事
務
処
理
の
単
位
と
し
て
の
組
織
で
あ
り
、
例
は
、
普
通
事
務
局
（
＆
話
o
鉱
o
霧
磯
簿
簿
鉱
Φ
ω
）
、
司
法
裁
判
所
（
O
o
弩
号
甘
豊
8
）
等
が
例
で
あ
り
、
機
関
と
は
、
主
体
の
意
思
を
外
に
対
し
て
表
示
す
る
地
位
（
単
・
複
数
）
を
指
す
。
例
は
、
委
員
会
（
9
導
簿
霧
8
）
、
裁
判
官
（
甘
鐙
窃
・
合
議
制
）
等
で
あ
る
。
し
か
し
共
同
体
制
度
で
も
必
ず
し
も
組
織
・
機
関
の
区
別
は
、
明
確
で
な
い
の
で
、
「
o
お
§
興
ε
は
す
べ
て
組
織
と
訳
す
る
（
拙
稿
「
要
訣
　
行
政
法
ヒ
一
四
三
・
参
照
）
。
9
営
導
凶
ω
ω
8
や
9
壼
一
譜
ω
は
、
委
員
会
と
訳
す
る
が
、
前
者
と
後
者
を
区
別
す
る
た
め
に
、
前
者
を
「
委
員
会
（
9
糞
含
鴇
8
と
と
し
、
後
者
等
は
、
そ
の
ま
ま
単
に
「
委
員
会
」
と
す
る
。
C
E
C
A
、
O
団
閣
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
力
共
同
体
条
約
、
経
済
共
同
体
条
約
等
の
略
称
で
あ
る
。
以
下
同
じ
。
以
上
、
｝
、
ρ
の
窯
窪
o
P
O
P
魯
P
臼
の
け
9
、
補
助
組
織
の
外
に
ヨ
ー
p
ッ
パ
人
権
委
員
会
や
ヨ
i
障
ッ
パ
人
権
裁
判
所
も
あ
る
（
｝
、
ρ
O
働
暮
8
P
o
P
9
こ
や
舘
曾
巴
。
な
お
後
者
の
規
則
に
つ
い
て
は
拙
訳
も
あ
る
（
東
洋
法
学
七
∬
）
。
な
お
、
八
頁
等
の
絶
対
多
数
は
法
定
構
成
員
数
の
過
半
数
に
一
票
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
（
く
a
9
窯
鋤
壼
巴
蝕
伽
営
Φ
纂
鉱
誘
留
費
o
詳
8
霧
馨
焦
呂
β
9
一
総
P
℃
」
8
）
。
議
院
内
閣
制
は
、
大
統
領
下
の
そ
れ
と
君
主
下
の
そ
れ
と
の
二
種
あ
り
（
宮
沢
俊
義
「
議
院
内
閣
制
の
イ
ギ
リ
ス
型
と
フ
ラ
ン
ス
型
」
比
較
法
雑
誌
創
刊
号
）
、
と
く
に
議
会
の
信
任
が
内
閣
の
存
続
の
要
件
で
あ
る
。
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
信
任
案
」
法
学
新
報
六
二
X
・
摘
稿
・
前
掲
書
要
（8）（7）（6）（9）（1◎（1①
訣
一
七
六
・
参
照
。
大
木
・
前
掲
論
文
。
右
と
同
じ
。
大
木
・
前
掲
論
文
で
は
、
議
会
は
、
　
「
総
会
」
と
さ
れ
、
金
丸
・
前
掲
書
で
は
「
議
会
（
総
会
と
と
さ
れ
て
い
る
（
三
〇
）
。
し
か
し
と
く
に
公
選
議
員
か
ら
議
会
が
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
注
目
す
れ
ば
議
会
に
明
確
な
立
法
権
が
な
い
に
し
て
も
、
　
「
議
会
」
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
法
治
主
義
に
つ
い
て
は
、
鵜
飼
信
成
「
行
政
法
の
歴
史
的
展
開
」
二
九
以
下
・
参
照
。
「
司
法
裁
判
所
」
の
訳
は
、
ア
ソ
グ
・
・
サ
ク
ソ
ン
法
系
的
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
（
七
六
E
）
的
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
わ
が
国
で
は
、
行
政
事
件
訴
訟
が
司
法
・
裁
判
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
に
、
何
ら
の
理
由
も
示
さ
ず
行
政
法
学
で
は
行
政
事
件
訴
訟
（
法
）
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
何
か
矛
盾
し
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
拙
稿
・
前
掲
書
要
訣
壬
二
九
以
下
・
参
照
。
田
中
二
郎
「
行
政
法
」
上
巻
七
二
。
な
お
金
丸
・
前
掲
書
六
〇
で
は
、
「
憲
法
裁
判
所
」
で
も
あ
り
、
大
木
・
前
掲
論
文
で
は
、
「
最
高
裁
判
所
」
で
あ
る
と
い
う
が
、
疑
わ
し
い
。
又
金
丸
・
前
掲
書
同
上
で
は
、
　
「
司
法
裁
判
所
」
で
あ
る
理
由
に
、
契
約
を
裁
断
す
る
こ
と
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
学
で
は
、
公
法
上
の
契
約
も
重
要
な
事
項
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
理
由
に
は
疑
問
が
あ
る
。
二
　
共
同
体
法
の
法
源
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
q
D
　
共
同
体
法
の
法
源
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
　
①
原
始
法
（
紆
○
騨
黛
喧
憲
騨
①
）
源
は
、
基
本
（
錺
器
Y
議
定
（
箕
0
8
8
同
霧
）
の
条
約
（
寝
鉱
麟
Y
附
属
協
約
（
8
髪
窪
ぎ
⇒
き
器
器
ω
）
、
改
正
の
条
約
・
文
書
と
加
入
関
係
の
条
約
・
文
書
の
総
体
を
包
括
す
る
が
、
学
説
は
、
こ
れ
ら
を
共
同
体
《
憲
法
》
（
8
器
蜂
膵
禅
象
）
す
な
わ
ち
共
同
体
秩
序
に
お
け
る
最
高
規
範
だ
と
い
う
。
こ
れ
ら
を
、
加
盟
国
相
互
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
合
意
（
窪
ひ
q
謎
①
露
Φ
簿
）
　
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
三
　
　
　
　
お
ー
β
ッ
。
ハ
共
同
体
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
四
と
、
加
盟
国
と
第
三
国
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
合
意
に
分
け
る
と
、
前
者
で
は
、
そ
の
合
意
が
加
盟
国
に
認
容
さ
れ
な
い
場
合
、
以
前
に
締
結
さ
れ
た
合
意
は
、
条
約
の
適
用
を
停
止
す
る
。
C
E
E
条
約
第
二
三
三
条
は
、
地
域
ユ
ニ
オ
ン
を
許
可
す
る
が
、
ベ
ネ
ル
ッ
ク
ス
と
、
ベ
ル
ギ
ー
と
ル
ク
サ
ン
ブ
…
ル
の
ユ
ニ
オ
ソ
は
、
一
九
五
八
年
と
一
九
六
八
年
に
修
正
さ
れ
た
。
協
約
は
、
C
E
E
条
約
第
五
条
の
一
般
規
定
（
勘
α
q
8
α
q
害
曾
巴
の
）
に
従
う
。
　
「
加
盟
国
は
、
条
約
の
目
的
実
現
を
危
険
に
陥
ら
す
こ
と
を
容
易
に
す
る
す
べ
て
の
手
段
を
差
控
え
る
。
」
と
す
る
。
後
者
は
、
以
前
の
協
定
（
8
8
鼠
ω
）
と
以
後
の
協
定
（
繕
8
巳
ω
℃
○
ω
酔
R
蒜
霞
）
に
関
す
る
も
の
に
分
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
前
者
に
は
、
加
盟
国
は
、
援
用
が
考
え
ら
れ
る
権
利
に
つ
い
て
必
ず
し
も
共
同
体
に
異
議
を
申
立
て
る
こ
と
は
で
き
ず
、
条
約
か
ら
由
来
す
る
義
務
に
つ
い
て
は
、
共
同
体
条
約
と
矛
盾
し
な
い
よ
う
な
必
要
手
段
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
G
A
T
T
に
関
し
て
司
法
裁
判
所
（
O
O
瑛
留
甘
呂
8
）
は
、
第
三
四
条
に
基
づ
い
て
一
九
七
二
年
一
二
月
一
二
日
、
共
同
体
は
、
G
A
T
T
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
、
と
く
に
国
営
権
限
の
共
同
体
つ
ま
り
国
際
果
実
会
社
（
ざ
譜
露
呂
宕
巴
菊
讐
騨
9
彗
窟
塁
）
へ
の
移
行
の
事
案
を
判
決
し
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
相
容
れ
な
い
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
方
法
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
権
限
に
つ
い
て
の
共
同
体
の
制
度
（
ぼ
ω
馨
露
δ
毒
8
へ
の
移
行
で
あ
り
、
例
え
ば
定
期
の
関
税
や
商
議
の
合
意
で
あ
り
、
今
一
つ
は
、
《
C
E
E
条
款
》
の
挿
入
で
あ
る
。
過
渡
期
聞
の
商
議
合
意
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
共
同
体
の
義
務
に
つ
い
て
の
適
用
が
可
能
で
あ
る
。
ヨ
ー
β
ッ
パ
社
会
主
義
（
国
）
は
、
こ
の
条
款
の
挿
入
を
拒
否
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
　
②
　
派
生
法
（
魯
o
騨
α
R
坤
蒜
）
源
　
派
生
法
源
は
、
法
律
行
為
（
8
富
ω
甘
村
§
2
霧
）
す
な
わ
ち
片
務
行
為
又
は
協
約
行
為
（
餌
9
冨
ω
暮
惹
酔
R
き
図
窪
8
奪
Φ
簿
陣
霞
竃
一
霧
）
の
総
体
を
包
括
す
る
が
、
条
約
の
執
行
権
力
の
求
め
に
よ
っ
て
共
同
体
組
織
（
機
関
）
が
行
う
。
C
E
C
A
条
約
第
一
四
条
、
C
E
E
条
約
第
一
八
九
条
と
C
E
条
約
第
一
六
一
条
は
、
こ
れ
ら
の
任
務
遂
行
に
お
け
る
片
務
行
為
の
執
行
権
を
命
令
組
織
に
授
与
し
て
い
る
。
片
務
行
為
の
用
語
は
、
C
E
C
A
条
約
と
p
ー
マ
条
約
で
は
同
じ
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
C
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
E
E
条
約
第
一
八
九
条
の
類
型
用
語
に
よ
っ
て
示
す
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
　
⑥
　
規
律
（
融
α
q
竃
露
①
馨
）
　
規
律
は
、
人
の
一
般
又
は
抽
象
的
カ
テ
ゴ
リ
を
目
指
す
方
向
の
一
般
的
範
囲
を
も
つ
定
め
で
あ
る
。
定
義
に
よ
る
規
範
文
書
（
紬
富
ぎ
『
欝
餌
縁
）
で
あ
る
。
そ
の
全
要
素
が
義
務
的
で
あ
り
、
一
部
分
的
又
は
選
択
的
に
適
用
さ
れ
る
は
ず
が
な
い
。
規
律
は
、
直
接
、
加
盟
国
の
す
べ
て
に
適
用
さ
れ
、
そ
の
国
に
対
し
て
効
力
（
権
利
又
は
義
務
の
）
が
生
じ
、
国
内
規
範
（
鋤
霞
欝
霧
塁
ぎ
鑓
一
霧
）
の
参
加
な
く
て
も
、
個
人
に
も
、
効
力
（
拘
束
力
）
を
も
つ
。
　
規
律
は
、
共
同
体
公
報
（
J
O
）
に
発
表
さ
れ
、
裁
判
所
は
、
諸
国
の
文
書
に
よ
っ
て
規
律
の
す
べ
て
が
転
載
さ
れ
る
こ
と
を
言
渡
す
（
一
翫
鰭
旺
3
。
加
盟
国
は
、
理
由
が
あ
れ
ば
、
適
用
の
方
法
し
か
決
定
で
き
な
い
。
規
律
制
定
権
力
は
、
　
（
各
権
限
内
又
は
理
事
会
9
㌣
ω
亀
、
代
表
に
よ
っ
て
）
理
事
会
又
は
委
員
会
（
9
濤
鼠
裟
窪
）
に
あ
り
、
規
律
は
、
階
層
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、
執
行
規
律
は
、
基
礎
規
律
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
㈲
　
指
令
（
象
審
＆
語
）
　
指
令
は
、
そ
の
受
理
・
名
宛
国
を
拘
束
し
、
通
告
さ
れ
る
。
指
令
は
、
到
達
す
べ
き
員
的
し
か
定
め
ず
、
形
式
や
方
法
に
つ
い
て
は
、
そ
の
加
盟
国
機
関
の
権
限
に
委
ね
る
。
指
令
は
、
そ
の
実
施
で
明
白
な
と
こ
ろ
は
、
国
内
規
範
文
書
（
効
9
譜
ω
き
糞
憲
象
ω
窮
鉱
○
鍔
蒙
・
例
・
法
令
等
）
を
必
要
と
し
、
一
定
の
実
施
期
限
が
あ
る
。
実
際
の
慣
行
で
は
、
指
令
に
は
、
規
律
タ
イ
プ
ヘ
の
変
化
が
あ
る
。
情
報
の
た
め
に
、
共
同
体
公
報
（
O
J
）
に
公
表
さ
れ
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
、
多
数
の
す
べ
て
の
加
盟
国
に
発
さ
れ
、
か
つ
そ
の
内
容
は
、
さ
ら
に
明
確
に
さ
れ
、
そ
の
加
盟
国
の
選
択
の
余
地
が
か
な
り
削
減
さ
れ
て
い
る
。
指
令
の
受
理
・
名
宛
国
は
、
単
一
加
盟
国
か
全
加
盟
国
か
不
明
確
の
よ
う
で
あ
る
が
、
共
同
体
は
、
い
ず
れ
に
も
発
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
五
　
　
　
　
ヨ
…
β
ヅ
。
ハ
丘
ハ
同
体
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
山
ハ
と
く
に
コ
Φ
建
ぴ
霧
蝉
簿
ω
2
一
窪
8
簿
α
①
牲
猛
鼠
諾
ε
と
し
、
指
令
は
、
加
盟
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
各
種
の
特
殊
事
情
を
配
慮
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
＠
　
決
定
（
恐
息
臨
窪
）
　
決
定
の
内
容
は
、
決
定
が
指
定
す
る
名
宛
人
、
す
な
わ
ち
そ
の
国
家
又
は
個
人
に
対
し
て
は
す
べ
て
義
務
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
通
知
さ
れ
る
（
処
分
）
。
　
⑥
　
勧
告
・
見
解
（
諾
8
簿
導
働
呂
慧
畠
・
巽
芭
　
勧
告
・
見
解
は
、
義
務
的
文
書
で
は
な
い
。
勧
告
は
、
直
接
の
行
為
の
手
段
で
あ
る
。
見
解
は
、
意
見
（
8
ぎ
凶
9
）
で
あ
る
。
例
え
ば
、
委
員
会
（
O
o
簿
簿
一
ω
ω
睾
）
が
右
の
法
源
の
内
容
等
の
符
合
の
歪
曲
を
除
去
す
る
た
め
に
勧
告
を
表
明
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
㈲
　
法
の
一
般
原
則
（
賓
ぼ
o
な
霧
α
Q
鍛
曾
き
図
身
費
○
ご
　
法
の
一
般
原
則
は
、
共
同
体
法
の
不
文
法
源
で
あ
る
。
決
定
（
処
分
・
泳
o
醒
窪
）
が
原
則
と
し
て
、
裁
断
し
た
事
件
に
つ
い
て
し
か
権
威
が
な
い
故
に
、
も
し
裁
判
所
の
判
例
が
法
源
で
な
い
な
ら
ば
、
法
の
一
般
原
則
を
引
出
す
こ
と
に
な
る
。
法
の
一
般
原
則
は
、
準
規
範
（
2
霧
一
占
簿
導
餌
鉱
＜
①
）
の
一
局
面
を
も
つ
。
も
し
裁
判
所
が
共
同
体
の
法
律
的
構
造
と
両
立
し
な
い
よ
う
な
一
定
の
国
内
法
の
法
の
一
般
原
則
を
退
け
る
な
ら
ば
、
こ
れ
に
つ
い
て
権
限
を
も
ち
諸
種
の
法
体
系
に
共
通
す
る
共
通
原
則
（
例
・
法
律
に
よ
る
保
障
・
み
o
ξ
冨
甘
ユ
島
∈
①
、
適
法
原
則
・
鷺
巨
息
需
回
甜
呂
諒
等
）
に
従
う
が
、
裁
判
所
は
、
そ
れ
が
条
約
に
規
定
さ
れ
る
と
、
共
同
体
の
体
制
に
固
有
な
原
則
（
例
・
国
籍
の
無
差
別
、
交
通
の
自
由
等
）
を
引
出
し
、
授
権
さ
れ
か
つ
そ
の
範
囲
内
で
、
制
度
的
衡
平
の
原
則
に
委
ね
ら
れ
、
そ
し
て
又
加
盟
国
の
法
に
共
通
す
る
共
通
原
則
を
擾
出
す
る
。
と
く
に
個
人
的
基
本
権
は
、
一
般
原
則
の
な
か
で
は
、
特
殊
で
あ
る
。
条
約
が
国
内
憲
法
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
個
人
的
基
本
権
を
侵
害
し
そ
う
な
規
定
を
し
て
い
る
場
合
、
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ヤ
の
反
ナ
チ
者
（
み
ω
鯨
窪
8
ω
）
に
は
、
共
同
体
法
の
規
範
（
勘
ひ
Q
誇
）
を
適
用
し
損
う
が
、
こ
の
立
場
は
、
《
構
造
上
の
相
合
》
（
0
9
頒
讐
9
8
鶴
霊
9
ξ
亀
曾
ド
イ
ツ
理
論
）
の
適
用
に
な
る
。
共
同
体
法
は
、
国
内
憲
法
に
反
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
抵
抗
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
司
法
裁
判
所
は
、
加
盟
国
の
共
通
伝
統
（
寒
＆
筐
o
霧
8
霧
簿
暮
δ
謹
お
箒
ω
8
鷺
箏
綴
器
9
働
霞
簿
留
鷲
ぎ
息
篤
（
ご
嵩
泳
ρ
一
〇
ぎ
」
暮
①
導
簿
δ
霞
巴
Φ
類
鋤
δ
α
①
一
品
の
ω
亀
ω
3
幾
叶
）
や
加
盟
国
の
人
権
に
関
す
る
国
際
文
書
（
営
馨
毎
密
①
馨
ω
嘗
富
き
＆
o
葛
舞
器
一
簿
瀞
霞
図
傷
『
o
禅
留
一
、
ぎ
奪
簿
ρ
○
○
導
霧
鉱
9
窪
8
℃
曾
馨
Φ
α
Φ
の
U
8
騨
号
H
．
頃
o
ヨ
旨
ρ
に
営
鉱
一
鶏
腿
”
2
0
算
鱒
o
。
蓉
＜
。
一
〇
胡
｝
菊
暮
葺
爲
忌
o
。
一
零
P
国
き
R
O
魯
＜
①
蓉
焦
○
漢
留
国
、
9
8
嵩
甘
ぎ
ご
お
）
U
臥
器
舅
o
等
）
に
着
想
を
得
て
、
共
同
体
構
造
の
限
界
で
、
適
用
し
て
そ
れ
自
体
が
基
本
的
権
利
の
尊
重
を
確
保
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
裁
判
所
は
、
法
源
の
領
域
で
、
こ
う
し
た
変
更
を
先
行
さ
せ
な
が
ら
、
諸
国
を
拘
束
す
る
協
約
規
定
（
＆
8
8
憲
窪
8
冨
馨
δ
寒
毘
Φ
）
が
、
共
同
体
法
の
一
般
原
則
に
な
る
と
し
、
自
由
な
交
通
に
関
し
、
判
例
を
展
開
し
、
共
同
体
が
、
ヨ
！
ロ
ッ
パ
人
権
協
約
（
O
o
髪
窪
鳳
窪
窪
8
富
窪
昌
Φ
留
の
留
回
．
＝
o
簿
導
o
）
を
固
執
す
る
こ
と
を
目
指
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
③
第
二
次
法
源
（
ω
o
漢
8
ω
零
8
疑
鉱
審
ω
）
第
二
次
法
源
は
、
司
法
裁
判
所
の
判
例
（
一
霞
齢
資
＆
窪
8
）
で
あ
る
が
、
判
例
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
に
作
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
イ
制
度
法
源
（
8
霞
8
巴
霧
鉱
9
賦
鶏
⇒
亀
窃
）
内
部
秩
序
の
規
制
は
、
組
織
的
カ
テ
ゴ
リ
で
あ
り
、
制
度
機
能
を
確
保
す
る
。
一
定
の
事
項
は
、
条
約
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
制
度
内
合
意
（
8
8
鼠
ω
ぎ
審
マ
3
呂
ε
餓
○
馨
亀
ω
）
は
、
そ
の
問
の
作
業
関
係
に
基
づ
ぎ
、
か
つ
条
約
の
規
定
を
明
確
に
し
て
、
さ
ら
に
補
充
す
る
。
議
会
（
》
ω
ω
①
露
ぴ
囲
曾
）
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
好
意
的
で
あ
る
。
理
事
会
（
O
o
霧
亀
）
内
部
の
満
場
一
致
の
票
決
又
は
議
会
に
対
す
る
委
員
会
（
9
き
菖
坤
駐
霧
）
の
プ
冒
グ
ラ
ム
の
提
示
の
よ
う
な
憲
法
慣
習
（
0
2
9
露
8
8
誘
戯
9
賦
o
毒
亀
窃
）
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
も
可
能
の
よ
う
で
あ
る
。
ル
ク
サ
ソ
ブ
ー
ル
の
取
極
め
（
鋤
霧
簿
α
Q
の
き
①
講
）
は
、
こ
れ
に
与
っ
て
力
が
あ
る
。
冒
特
殊
文
書
（
働
9
窃
ω
鼠
α
q
窪
R
芭
こ
れ
は
、
理
事
会
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
七
　
　
　
　
白
ー
樗
ッ
パ
共
同
体
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
八
と
ヨ
ー
p
ッ
パ
会
議
（
O
o
器
亀
窪
8
富
窪
）
の
発
す
る
宣
書
（
島
良
巽
蝕
o
霧
）
、
決
議
（
み
8
一
暮
δ
⇒
）
や
プ
・
グ
ラ
ム
（
鷺
轟
建
謹
簿
8
）
で
あ
り
、
強
制
力
（
拘
束
力
）
が
な
く
、
宣
言
的
又
は
計
画
的
価
値
し
か
な
い
。
し
か
し
時
に
は
、
規
範
の
級
位
で
、
登
記
し
、
か
つ
照
合
さ
れ
る
価
値
を
手
に
す
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、
居
住
の
自
由
に
関
す
る
理
事
会
の
一
般
プ
p
グ
ラ
ム
は
、
C
E
E
条
約
や
適
用
指
令
の
規
定
の
中
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
ハ
補
充
法
源
（
ω
○
棊
8
ω
ω
8
覧
卿
貯
①
）
国
際
法
（
補
充
法
制
）
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
共
同
体
に
適
用
さ
れ
る
。
a
国
際
法
の
一
般
原
則
の
た
め
と
、
b
司
法
裁
判
所
は
、
海
洋
漁
業
の
こ
と
で
共
同
体
の
権
限
を
決
定
す
る
た
め
に
、
国
際
法
規
（
暦
擢
一
8
留
魯
O
答
ぎ
竃
導
蝕
畠
巴
）
へ
の
返
還
を
行
う
（
置
甘
鰹
9
｝
鶏
ρ
濁
鍔
簿
段
）
。
共
同
体
の
国
際
的
法
人
格
等
は
、
共
同
体
が
国
際
法
規
に
従
う
こ
と
を
緩
和
す
る
。
c
司
法
裁
判
所
は
、
国
内
の
法
律
行
為
の
内
容
の
適
法
性
を
重
視
し
な
け
れ
ば
、
確
認
も
し
な
い
。
構
成
国
の
国
内
法
に
共
通
す
る
共
通
一
般
原
則
（
鷲
ぎ
o
管
窃
α
q
ひ
箒
籟
琵
8
簿
露
毒
ω
）
以
外
に
国
内
法
（
驚
○
答
猛
ぎ
慧
一
）
　
へ
の
反
致
の
事
案
が
あ
る
。
例
え
ば
、
契
約
責
任
が
国
家
の
領
土
に
、
国
内
の
法
律
人
格
を
拡
張
す
る
国
内
法
律
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
た
場
合
、
そ
の
共
同
体
の
契
約
責
任
が
例
に
な
る
。
　
⑧
　
共
同
体
法
の
法
源
の
加
盟
国
内
で
の
実
質
　
共
同
体
法
の
法
源
は
、
加
盟
国
内
で
は
、
国
際
法
規
で
あ
り
、
国
際
法
の
法
源
で
あ
ろ
う
が
、
と
く
に
加
盟
国
に
処
分
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
も
、
法
規
化
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
、
加
盟
国
内
の
個
人
・
企
業
に
は
、
法
規
又
は
処
分
に
な
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
加
盟
国
内
の
個
人
・
企
業
に
直
接
あ
て
ら
れ
た
も
の
は
、
法
規
化
さ
れ
る
可
能
性
の
な
い
こ
と
も
な
く
、
又
依
然
と
し
て
処
分
で
あ
ろ
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
実
質
は
、
国
際
合
意
・
国
際
法
規
又
は
国
際
処
分
で
あ
ろ
う
が
、
国
内
法
に
ア
ン
テ
ィ
グ
ラ
シ
温
ン
（
混
合
）
さ
れ
る
場
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
は
、
そ
の
法
規
又
は
処
分
は
、
　
一
体
、
何
ん
で
あ
ろ
う
か
等
の
問
題
が
あ
ろ
う
。
　
①
原
始
法
源
原
始
法
源
は
、
基
本
的
法
源
で
あ
り
、
そ
の
名
称
を
問
わ
ず
共
同
体
に
と
っ
て
は
、
い
わ
ぱ
共
同
体
憲
法
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
加
盟
国
の
被
行
政
主
体
に
と
っ
て
は
、
国
内
憲
法
と
し
て
の
認
識
や
理
解
は
な
く
、
む
し
ろ
、
い
わ
ゆ
る
条
約
と
し
て
認
識
・
理
解
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
又
加
盟
国
に
と
っ
て
は
、
原
始
法
源
は
、
と
く
に
、
右
に
見
た
よ
う
に
、
加
盟
国
相
互
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
る
他
の
条
約
に
つ
い
て
は
、
条
約
の
適
用
、
内
容
等
が
規
制
さ
れ
、
加
盟
国
と
第
三
国
と
の
間
の
条
約
（
国
際
間
合
意
）
は
、
以
前
の
協
定
に
つ
い
て
、
権
利
の
主
張
、
異
議
申
立
等
が
で
き
ず
、
以
後
の
協
定
の
義
務
は
、
共
同
体
条
約
と
矛
盾
し
な
い
内
容
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
等
の
規
制
を
う
け
る
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
原
始
法
源
は
、
被
行
政
主
体
に
と
っ
て
は
、
直
接
的
で
な
く
、
加
盟
国
に
と
っ
て
は
、
そ
の
性
質
の
ゆ
え
に
、
最
高
法
規
的
で
あ
ろ
う
（
磯
鋤
黙
）
。
し
か
し
万
一
、
個
人
・
企
業
が
名
宛
人
で
あ
れ
ば
、
た
だ
の
条
約
の
意
味
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
②
　
規
律
　
規
律
は
、
そ
の
定
立
組
織
機
関
を
間
わ
な
け
れ
ば
実
質
的
に
は
、
主
と
し
て
一
般
・
抽
象
的
定
め
で
あ
り
、
効
力
的
に
は
、
国
内
法
律
的
存
在
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
加
盟
国
の
組
織
・
機
関
を
も
、
拘
束
し
又
そ
の
行
政
主
体
も
拘
束
す
る
。
国
内
規
範
の
参
加
の
必
要
が
な
い
（
幟
騰
靴
か
嫡
鰍
駐
触
砒
伽
泌
腰
繍
3
が
、
加
盟
国
は
、
国
内
適
用
の
方
法
を
自
由
に
で
き
る
か
ら
、
立
法
化
（
鰍
蝉
灘
伽
行
）
の
余
地
も
、
考
え
ら
れ
る
（
撰
勘
輔
旅
獄
が
の
）
。
又
公
布
は
、
共
同
体
公
報
に
よ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
意
味
で
は
、
さ
ら
に
、
法
律
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
基
礎
規
律
は
、
執
行
規
律
の
基
準
で
あ
り
、
執
行
規
律
を
拘
束
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
注
意
す
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
両
者
は
、
国
内
で
は
そ
の
差
異
を
維
持
で
ぎ
る
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
で
あ
ろ
う
。
　
③
指
令
指
令
は
、
処
分
的
で
あ
る
。
そ
の
受
理
国
つ
ま
り
そ
の
宛
名
国
を
拘
束
し
、
通
告
さ
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
目
的
し
か
定
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
指
令
の
形
式
や
方
法
は
加
盟
国
機
関
に
委
ね
ら
れ
、
実
際
に
は
、
国
内
規
範
文
書
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
か
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
九
　
　
　
　
ヨ
ー
浮
ッ
パ
共
同
体
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
〇
ら
、
立
法
化
の
可
能
性
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
は
、
形
式
を
問
わ
ず
成
文
的
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
さ
ら
に
共
同
体
公
報
に
公
表
さ
れ
る
こ
と
を
加
え
れ
ば
、
規
律
に
準
じ
る
法
源
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
（
趾
刻
に
）
に
よ
っ
て
、
内
容
が
明
確
に
さ
れ
る
か
ら
、
加
盟
国
は
、
内
容
の
選
択
の
余
地
が
少
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
加
盟
国
の
特
殊
事
情
を
配
慮
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
成
文
化
の
傾
向
に
、
さ
し
て
作
用
し
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
目
的
は
達
成
さ
れ
や
す
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
成
文
化
の
可
能
性
に
よ
っ
て
国
内
で
の
国
内
規
範
を
ア
ソ
テ
ィ
グ
ラ
ー
シ
ョ
ン
す
る
意
味
で
、
規
律
以
上
の
意
味
を
も
つ
か
も
し
れ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
④
決
定
決
定
は
、
処
分
的
で
あ
る
。
通
達
さ
れ
る
か
ら
、
文
書
に
よ
る
処
分
で
あ
ろ
う
。
国
内
行
政
法
学
的
に
は
、
こ
れ
自
体
は
、
法
源
に
な
り
が
た
い
で
あ
ろ
う
が
、
依
然
と
し
て
国
際
法
の
法
源
と
し
て
考
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
　
⑤
　
勧
告
・
見
解
　
勧
告
・
見
解
は
、
国
内
行
政
法
学
的
に
は
、
行
政
指
導
の
方
法
で
も
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ぽ
、
と
く
に
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
が
国
の
方
法
の
行
政
指
導
の
お
か
し
さ
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
見
解
は
、
ア
ン
グ
惚
・
サ
ク
ソ
ン
法
系
で
は
、
と
く
に
法
源
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
重
視
す
る
こ
と
は
、
許
さ
れ
よ
う
。
　
⑥
　
法
の
一
般
原
則
　
法
の
一
般
原
則
は
、
国
際
法
学
で
は
、
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
法
源
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
と
く
に
そ
の
内
容
が
問
題
の
よ
う
で
あ
る
。
共
同
体
法
の
法
源
は
、
ヨ
ー
泣
ッ
パ
共
同
体
法
が
国
際
団
体
で
あ
る
ヨ
ー
導
ッ
パ
共
同
体
と
い
う
国
際
団
体
の
法
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
容
易
に
、
法
の
一
般
原
則
は
、
そ
う
し
た
国
際
法
の
法
源
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
意
味
で
は
加
盟
国
で
も
、
法
源
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
そ
の
内
容
が
、
国
内
的
か
国
際
的
か
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ア
ソ
ス
が
あ
ろ
う
。
　
⑦
第
二
次
法
源
・
判
例
こ
こ
で
の
判
例
は
、
共
同
体
司
法
裁
判
所
の
判
例
で
あ
る
こ
と
に
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
法
系
に
よ
っ
て
は
、
判
例
の
国
内
法
源
と
し
て
の
比
重
は
、
国
や
法
系
に
よ
っ
て
異
る
が
、
共
同
体
に
は
司
法
裁
判
所
（
膿
顯
糠
配
行
）
が
あ
り
、
右
の
法
源
は
、
と
く
に
こ
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
解
釈
し
適
用
さ
れ
る
か
ら
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
（
7
）
と
し
て
の
活
躍
は
、
期
待
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
共
同
体
法
の
欠
鉄
又
は
不
明
の
場
合
は
、
と
く
に
判
例
法
の
法
源
（2）（1）
以
下
｝
、
9
0
鋤
9
8
P
o
や
o
鉾
う
o
。
謡
け
9
に
よ
る
。
な
お
人
に
よ
っ
て
法
源
の
種
類
、
法
規
の
各
称
等
が
異
る
が
以
下
本
書
に
従
う
。
冷
　
誉
漣
　
闘
詮
謡
藤
O
丙
O
》
忌
o
一
の
δ
類
α
q
ゆ
昌
曾
巴
嘆
①
O
O
露
3
拶
嵩
α
拶
鉱
O
昌
α
Φ
巳
砥
O
雛
一
口
く
鑓
綴
①
賭
O
ω
鋤
蕊
ω
鑓
餌
爆
部
》
鐸
8
鉱
蒜
曾
O
O
⇒
の
蝕
一
菊
O
導
Φ
勘
α
q
一
〇
導
Φ
暮
ω
山
騨
Φ
O
鉱
く
①
の
α
伽
o
一
蝕
○
⇔
ω
穫
O
O
O
暴
き
餌
⇒
幽
餌
鉱
O
嵩
o
q
の
け
鋤
＜
一
ω
O
O
蹴
ω
の
譲
簿
O
O
臼
簿
謎
ω
○
β
（4）（3）（5）
℃ご
”
密
巷
添
窪
F
い
窃
筥
嘗
鼠
℃
窃
α
q
伽
募
鋸
餐
身
警
o
答
α
磐
の
寅
甘
瀞
鷲
琶
窪
8
呂
昆
鼠
ω
窪
蝕
く
P
一
翫
令
参
照
こ
こ
で
は
、
法
源
の
加
盟
国
内
に
お
け
る
効
力
が
問
題
で
あ
る
。
法
源
は
、
あ
く
ま
で
、
国
際
法
の
法
源
で
あ
る
が
、
国
内
法
学
と
く
に
行
政
法
学
的
に
接
近
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
木
・
前
掲
論
文
で
は
、
規
律
制
定
権
が
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
超
国
家
主
義
の
後
退
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
国
内
法
と
く
に
公
法
学
的
に
い
え
ば
、
法
源
は
、
国
際
法
の
そ
れ
で
あ
り
、
国
内
効
力
的
に
は
公
法
的
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
行
政
法
学
で
は
、
国
際
条
約
が
法
源
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
被
行
政
主
体
に
そ
れ
が
直
接
効
力
が
あ
る
場
合
に
限
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
田
中
・
前
掲
書
五
八
）
。
拙
稿
「
返
戻
へ
の
一
考
察
」
東
洋
法
学
三
ー
∬
・
参
照
、
行
政
指
導
の
お
か
し
さ
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
医
療
法
の
医
療
計
画
（
三
〇
の
三
以
下
）
に
従
わ
な
い
病
院
・
診
療
所
に
は
、
保
険
医
の
指
定
等
（
健
保
四
三
の
二
以
下
）
を
都
・
道
・
府
・
県
知
事
が
し
な
い
こ
と
を
例
と
し
て
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
…
二
（7）（6）
　
響
ー
鴇
ッ
パ
並
ハ
同
体
峰
広
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
二
二
あ
げ
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
そ
れ
は
、
医
療
計
画
の
違
反
の
罰
則
が
な
い
か
ら
で
あ
る
（
朝
日
新
聞
昭
六
二
・
九
・
二
一
）
。
拙
稿
「
比
較
行
政
法
」
七
四
以
下
・
参
照
。
以
上
国
際
法
に
関
し
て
は
、
主
と
し
て
田
畑
茂
二
郎
「
国
際
法
」
八
五
以
下
、
高
野
雄
一
「
国
際
組
罪
法
」
四
九
九
以
下
等
に
ょ
る
。
三
　
共
同
体
法
の
加
盟
国
に
お
け
る
効
力
の
維
持
の
方
法
　
ω
　
共
同
体
法
の
加
盟
国
に
お
け
る
効
力
の
維
持
の
方
法
　
こ
れ
は
、
と
く
に
立
法
的
方
法
と
解
釈
・
適
用
の
方
法
に
、
分
け
て
考
察
す
る
こ
と
が
便
利
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
立
法
と
く
に
解
釈
・
適
用
も
、
法
的
生
活
や
法
解
釈
学
（
法
学
）
で
も
、
重
要
な
部
分
で
あ
り
、
実
際
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
が
、
国
内
法
外
の
直
接
効
力
に
も
触
れ
よ
う
。
又
解
釈
・
適
用
の
方
法
に
は
、
先
決
問
題
を
加
え
る
。
　
①
立
法
的
方
法
条
約
が
締
結
さ
れ
、
か
つ
批
准
さ
れ
る
と
、
各
加
盟
国
は
、
そ
の
主
権
の
一
部
を
関
係
事
項
に
つ
い
て
、
完
全
に
は
保
持
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
条
約
は
、
加
盟
国
内
の
関
係
法
規
の
存
在
を
前
提
と
し
、
一
定
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
共
同
体
（
法
）
の
管
轄
を
認
め
ず
、
加
え
て
、
国
家
主
権
を
尊
重
し
、
そ
の
国
内
立
法
権
能
を
認
め
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
具
体
的
又
は
個
別
的
に
は
、
両
者
の
問
に
立
法
的
抵
触
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
と
く
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
場
合
が
あ
ろ
う
が
分
説
す
れ
ば
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
　
⑥
後
に
制
定
さ
れ
た
共
同
体
法
が
、
さ
き
に
制
定
さ
れ
て
い
る
国
内
法
と
両
立
し
な
い
場
合
　
こ
の
場
合
は
「
共
同
体
法
は
、
関
係
国
内
法
を
破
る
」
と
い
う
原
則
が
妥
当
す
る
。
そ
れ
は
、
共
同
体
法
は
、
加
盟
国
内
の
関
係
規
法
に
優
位
す
る
国
際
法
規
で
あ
り
、
と
く
に
規
律
は
、
同
時
に
国
内
法
規
に
な
る
が
、
共
同
体
法
が
加
盟
国
の
憲
法
に
違
反
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
条
約
は
、
何
等
の
規
定
も
な
い
。
共
同
体
法
は
、
立
法
的
に
も
、
す
く
な
く
と
も
、
憲
法
を
除
き
、
そ
の
国
内
法
を
破
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
　
㈲
後
に
制
定
さ
れ
た
関
係
国
内
法
が
さ
き
に
制
定
さ
れ
て
い
る
共
同
体
法
と
両
立
し
な
い
場
合
　
こ
の
場
合
に
は
、
　
「
後
の
関
係
国
内
法
は
、
先
に
制
定
さ
れ
て
い
る
共
同
体
法
を
破
る
」
原
則
は
、
当
然
に
は
妥
当
し
な
い
。
こ
の
と
き
は
、
な
お
共
同
体
法
は
共
同
体
に
と
っ
て
は
、
法
で
あ
る
が
、
共
同
体
法
に
違
反
す
る
国
内
法
の
制
定
・
立
法
は
、
条
約
等
の
国
際
合
意
を
侵
害
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
委
員
会
（
O
O
導
鼠
鐘
窪
）
は
、
加
盟
国
の
意
見
を
徴
し
、
理
由
を
つ
け
た
見
解
を
示
し
、
若
し
そ
の
加
盟
国
が
一
定
の
期
間
内
に
、
こ
の
見
解
に
従
わ
な
け
れ
ば
、
司
法
裁
判
所
に
出
訴
し
、
そ
の
加
盟
国
の
責
任
を
追
求
す
る
（
社
ハ
）
。
解
釈
的
で
あ
る
が
又
加
盟
国
内
で
そ
の
加
盟
国
の
被
行
政
主
体
が
共
同
体
法
違
反
の
関
係
法
規
に
従
っ
て
ー
本
当
は
違
反
で
あ
る
が
ー
共
同
体
法
違
反
で
な
い
と
す
る
と
ぎ
は
、
加
盟
国
裁
判
所
の
判
事
は
、
共
同
体
法
に
違
反
す
る
国
内
法
規
の
遵
守
を
要
し
な
い
と
す
る
規
定
の
有
無
を
国
内
法
規
に
求
め
、
そ
う
し
た
規
定
の
な
い
と
き
は
、
そ
の
手
続
を
停
止
し
、
つ
ぎ
に
、
条
約
の
規
定
か
ら
こ
の
原
則
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
の
解
釈
を
共
同
体
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
王
）
の
司
法
裁
判
所
の
先
決
問
題
（
晦
）
の
手
続
に
委
ね
る
（
慕
協
P
）
こ
と
も
で
き
る
。
　
②
　
解
釈
・
適
用
の
方
法
　
こ
れ
は
、
原
始
法
源
の
直
接
効
力
、
派
生
法
源
の
直
接
効
力
と
国
内
法
外
の
直
接
効
力
（
購
舳
轍
嚇
靴
蹴
ゼ
寵
朔
）
に
分
け
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
前
に
、
右
の
よ
う
な
解
釈
方
法
が
あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
　
⑥
　
原
始
法
源
の
直
接
効
力
　
共
同
体
の
司
法
裁
判
所
は
、
く
弩
○
①
＆
簿
い
8
ω
（
翫
駄
肥
年
）
で
、
共
同
体
法
（
瞭
勘
滞
激
）
の
加
盟
国
内
で
の
直
接
効
力
と
条
約
と
を
関
係
づ
け
る
判
断
を
示
す
（
鱗
繍
勧
襯
齪
撚
ガ
徳
巌
ガ
醐
鰍
瞭
魏
鷲
概
敬
礁
棚
舶
物
）
。
こ
の
事
件
が
原
始
法
源
の
解
釈
・
適
用
に
つ
い
て
の
は
じ
め
て
の
判
断
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
来
、
裁
判
所
は
、
こ
れ
（
嚥
繊
驕
力
）
を
し
な
か
っ
た
（
卜
捷
燗
獺
駒
鰻
遍
艶
胆
噛
蝉
醐
噺
誌
鞭
P
額
び
を
）
が
、
ω
巴
鵬
呂
（
叡
山
黙
晦
）
か
ら
、
こ
れ
を
行
う
。
こ
こ
で
は
、
共
同
体
と
そ
の
構
成
国
の
間
の
限
界
を
こ
え
、
か
つ
評
価
に
つ
い
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辱
　
　
　
三
三
三
　
　
　
　
ヨ
…
β
ッ
。
ハ
共
同
体
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
四
て
の
何
ら
の
裁
量
の
余
地
も
な
く
又
は
取
る
に
足
り
な
い
裁
量
権
を
も
委
ね
な
い
も
の
で
あ
る
す
べ
て
の
場
合
（
醐
）
に
せ
よ
、
　
一
定
（
鮎
b
魂
肝
㌍
ゴ
か
爵
斜
軟
ん
輩
っ
ル
だ
芳
毒
｛
病
し
条
文
の
規
定
が
上
記
の
基
準
の
適
用
に
直
接
効
力
を
与
え
て
い
る
。
　
㈲
　
派
生
法
源
の
直
接
効
力
　
直
接
効
力
は
、
は
じ
め
か
ら
C
E
E
条
約
第
一
八
九
条
の
適
用
で
規
律
に
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
性
質
や
作
用
を
理
由
に
、
国
内
裁
判
権
は
、
保
護
す
る
義
務
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
直
接
効
力
を
生
み
、
か
つ
個
人
に
権
利
を
与
え
る
傾
向
が
あ
る
（
か
論
襲
窪
）
．
　
こ
れ
は
、
第
一
八
九
条
を
引
用
し
た
本
文
通
り
の
適
用
で
あ
っ
た
が
、
ベ
ル
ギ
ー
行
政
裁
判
所
（
9
漢
亀
α
、
蝉
暮
レ
塾
伽
％
雌
酌
潮
）
が
糾
問
し
、
裁
判
所
（
嗣
鰍
か
粟
）
が
、
加
盟
国
に
宛
て
た
決
定
に
直
接
効
力
を
拡
大
し
（
卜
砕
弛
顕
瞭
勲
賄
宍
）
、
か
つ
そ
れ
を
指
令
に
も
拡
張
し
た
（
か
4
枇
研
○
醇
卜
一
一
）
。
な
お
こ
れ
（
糊
）
に
は
、
原
始
法
源
に
適
用
し
た
基
準
を
、
派
生
法
源
の
行
為
に
置
換
え
て
も
い
た
の
で
あ
る
と
も
い
え
る
。　
こ
う
し
た
判
例
に
、
確
実
な
こ
と
は
、
直
接
効
力
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
指
令
は
、
直
接
効
力
を
引
用
し
た
C
E
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
E
条
約
の
規
定
の
適
用
し
か
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
裁
判
所
は
、
直
接
効
力
の
拡
大
を
、
個
別
的
に
発
さ
れ
た
一
定
の
指
令
で
、
確
認
し
（
降
敗
元
諮
聯
匿
萌
）
、
裁
判
所
は
、
指
令
は
、
加
盟
国
に
提
供
さ
れ
た
期
目
満
了
前
に
は
、
個
人
が
当
該
国
に
反
対
し
て
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
翫
嫉
暗
月
）
こ
と
を
も
明
白
に
し
た
．
　
裁
判
所
は
、
共
同
体
が
締
結
し
た
国
際
合
意
に
ま
で
接
直
効
力
を
拡
張
し
た
（
距
軌
薩
蘇
翫
萌
）
が
、
個
人
に
発
さ
れ
た
決
定
は
、
つ
ね
に
直
接
効
力
が
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
　
⑥
　
国
内
法
（
簿
○
津
Φ
欝
9
需
）
外
の
直
接
効
力
　
裁
判
所
は
、
私
的
内
規
（
吋
甜
富
露
①
簿
駐
9
箕
一
み
窃
）
に
、
直
接
効
力
を
拡
大
す
る
こ
と
を
認
容
し
た
（
一
蔵
弍
粥
箋
、
零
晦
薩
耀
者
内
規
、
鰯
航
配
駄
年
賜
講
脇
働
∪
。
，
）
。
　
③
先
決
問
題
（
名
窃
賦
書
箕
ひ
甘
鼠
息
亀
霧
）
C
E
C
A
条
約
第
四
一
条
と
く
に
第
一
七
七
条
は
、
裁
判
所
は
、
共
同
体
法
の
正
文
の
解
釈
と
派
生
法
の
効
力
（
＜
毘
＆
織
）
の
評
価
に
関
し
て
、
先
決
的
（
鱗
権
）
に
又
は
国
内
裁
判
官
の
要
請
に
応
じ
て
、
こ
れ
を
裁
断
す
る
権
限
が
あ
る
、
と
す
る
が
、
こ
れ
は
p
！
マ
条
約
に
よ
っ
て
拡
大
さ
れ
る
。
C
E
C
A
条
約
で
は
、
裁
判
所
は
、
命
令
組
織
の
議
決
（
獄
浮
①
鵠
鉱
o
巳
の
効
力
に
関
す
る
裁
判
権
限
を
も
も
つ
。
C
E
E
条
約
第
一
七
七
条
は
、
さ
ら
に
こ
の
権
限
を
拡
大
す
る
。
イ
条
約
の
解
釈
と
p
効
力
の
評
価
と
派
生
法
の
行
為
の
解
釈
、
と
ハ
理
事
会
の
組
織
法
規
（
ω
瞥
簿
霧
紆
ω
○
お
磐
δ
簿
霧
）
の
解
釈
に
拡
張
す
る
。
そ
し
て
裁
判
所
は
、
派
生
法
の
行
為
の
リ
ス
ト
に
、
共
同
体
の
締
結
し
た
合
意
（
鱒
8
0
鼠
ω
）
を
も
追
加
す
る
。
　
先
決
判
決
は
、
つ
ぎ
の
二
作
用
が
あ
る
。
＆
取
消
救
済
（
誘
8
霞
ω
窪
餌
蔭
巳
蝕
舅
、
派
生
法
の
行
為
の
効
力
に
関
す
る
）
の
補
完
と
b
国
内
管
轄
又
は
執
行
組
織
（
o
お
欝
霧
①
鳳
象
段
）
の
個
々
別
々
の
解
釈
を
回
避
し
な
が
ら
、
共
同
体
法
（
費
○
綜
8
8
饗
§
窪
鼠
お
）
の
統
一
性
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
（
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
国
際
合
意
を
判
事
の
請
求
に
基
づ
い
て
解
釈
す
る
者
は
、
外
務
大
臣
で
あ
る
）
。
　
訴
の
当
事
者
は
、
先
決
移
送
を
示
唆
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
ま
だ
そ
の
管
轄
が
裁
判
所
に
繋
属
す
る
効
力
し
か
生
じ
な
い
。
　
㈲
　
第
一
七
七
条
は
、
二
個
の
管
轄
を
区
別
す
る
。
先
決
問
題
が
提
起
さ
れ
て
も
、
そ
の
管
轄
（
媚
）
が
終
審
で
決
着
し
な
い
の
で
移
送
は
、
単
純
に
任
意
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
訴
が
ま
だ
国
内
局
面
で
続
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
先
決
間
題
が
な
お
終
審
管
轄
（
の
裁
判
所
の
）
面
前
に
提
起
さ
れ
る
と
、
国
内
救
済
（
手
段
）
を
つ
く
し
た
後
は
、
移
送
は
、
義
務
的
に
な
る
。
　
⑥
　
困
難
な
解
釈
を
誘
わ
な
い
《
明
白
な
行
為
》
　
（
8
滋
2
鉱
冨
）
に
直
面
し
て
も
第
二
次
的
移
送
の
間
題
も
義
務
的
で
あ
る
。
必
要
移
送
の
支
持
者
（
当
事
者
）
は
、
第
一
七
七
条
の
文
面
や
、
管
轄
（
裁
判
所
）
が
規
定
（
裁
判
所
の
解
釈
を
回
避
す
る
た
め
で
は
な
い
）
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
五
　
　
　
　
ヨ
ー
鴇
ッ
パ
共
同
体
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
六
を
明
々
白
々
だ
と
み
な
す
危
険
を
利
用
す
る
（
蜘
鋤
糊
粥
謹
鎗
鰐
①
骸
行
）
。
反
対
に
、
解
釈
の
必
要
の
な
い
場
合
、
裁
判
所
に
出
訴
し
な
い
ン
」
と
や
先
決
移
送
が
国
内
秩
序
の
中
に
、
共
同
体
法
の
適
用
を
遅
ら
せ
る
遷
延
の
手
段
に
な
る
は
ず
が
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
裁
判
所
は
、
そ
の
弁
論
を
も
許
し
て
い
る
（
翫
坐
鱗
）
。
　
共
同
体
裁
判
所
は
、
第
一
七
七
条
の
意
味
に
、
管
轄
の
定
義
を
下
す
。
こ
れ
は
、
日
常
化
さ
れ
た
管
轄
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
裁
判
所
は
、
裁
断
者
（
裁
判
官
）
か
ら
発
す
る
移
送
を
受
理
せ
ず
、
別
に
移
送
の
決
定
が
控
訴
又
は
破
殿
で
争
う
場
合
は
、
そ
の
決
定
を
延
期
す
る
。　
裁
判
所
は
、
国
内
管
轄
（
塑
の
共
働
者
で
あ
り
、
提
示
さ
れ
た
問
題
を
誤
る
場
合
、
こ
れ
を
正
す
が
、
そ
の
ま
ま
そ
の
存
続
を
求
め
ず
、
訴
訟
で
結
論
す
る
措
置
を
国
内
判
事
に
委
ね
な
が
ら
、
抽
象
的
な
決
定
（
判
断
）
を
下
す
。
裁
判
所
は
、
共
同
体
法
に
比
べ
て
執
行
規
範
（
Z
震
導
8
）
を
包
含
す
る
国
内
規
範
（
砒
）
の
効
力
を
決
定
す
る
こ
と
を
差
控
え
る
。
　
も
し
裁
判
所
が
行
為
の
無
効
を
言
渡
し
て
も
、
そ
の
効
力
の
評
価
は
、
必
ず
し
も
無
効
に
な
ら
な
い
。
そ
の
判
決
は
、
判
断
さ
れ
た
訴
訟
物
に
つ
い
て
の
相
対
的
権
威
（
器
8
馨
ひ
）
を
有
し
、
国
内
判
事
は
、
無
効
の
規
定
を
訴
訟
法
規
（
手
続
）
の
中
か
ら
遠
ざ
け
る
。
　
共
同
体
法
の
規
定
の
解
釈
が
行
わ
れ
た
判
決
の
権
威
は
、
学
説
を
二
分
し
、
裁
判
所
自
体
を
試
め
す
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
解
釈
さ
れ
た
訴
訟
物
に
つ
い
て
の
絶
対
的
権
威
が
、
右
の
判
断
さ
れ
た
訴
訟
物
に
つ
い
て
の
相
対
的
権
威
よ
り
重
要
で
あ
る
。
将
来
は
、
国
内
判
事
は
、
行
わ
れ
た
解
釈
を
参
照
し
、
裁
判
所
は
、
同
じ
点
に
関
し
て
他
の
事
件
の
中
で
以
前
に
与
え
た
解
釈
を
行
っ
て
送
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
裁
判
所
は
、
共
同
体
の
法
律
主
文
の
展
開
の
働
き
に
お
い
て
は
、
そ
の
解
釈
の
変
更
の
留
保
を
理
解
し
て
い
る
。
　
今
後
、
判
事
は
、
も
は
や
政
府
の
解
釈
に
従
わ
ず
決
定
さ
れ
る
終
審
管
轄
し
か
待
ち
か
ま
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
先
決
移
送
は
、
裁
判
所
と
す
べ
て
の
国
内
管
轄
（
裁
判
所
）
と
の
間
の
共
働
構
造
を
創
り
、
そ
の
上
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
司
法
権
（
8
奪
o
狩
冒
島
鼠
巴
お
窪
δ
冨
窪
）
を
創
設
す
る
。
　
解
釈
（
適
用
）
に
か
こ
つ
け
て
司
法
裁
判
所
は
、
共
同
体
の
措
置
の
法
律
的
性
質
に
つ
い
て
表
明
し
、
国
内
判
事
が
こ
れ
を
適
用
で
き
る
こ
と
の
た
め
に
、
一
定
の
条
件
の
下
に
、
方
針
を
確
定
す
る
。
裁
判
所
は
、
そ
の
上
に
、
そ
の
適
用
が
で
き
る
こ
と
と
、
反
対
方
向
の
　
国
内
規
範
（
8
歴
旨
窃
）
の
す
べ
て
の
上
に
優
位
を
結
び
つ
け
た
。
こ
う
し
た
判
例
は
、
共
同
体
法
の
統
一
性
と
優
位
を
結
合
さ
せ
る
か
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
ら
、
構
造
的
局
面
が
あ
る
。
　
働
そ
の
続
論
そ
の
続
論
と
い
う
言
葉
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
不
明
で
あ
る
が
、
と
く
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
と
く
に
右
の
「
加
盟
国
に
お
け
る
共
同
体
法
の
効
力
の
維
持
の
方
法
」
は
、
共
同
体
側
に
立
っ
た
も
の
で
あ
り
、
加
盟
国
な
い
し
非
加
盟
国
の
側
の
も
の
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
は
、
む
し
ろ
後
者
に
お
け
る
効
力
等
に
、
と
く
に
関
心
が
あ
り
、
「
結
」
に
就
き
た
い
か
ら
で
も
あ
る
。
し
か
し
「
続
論
」
と
い
う
意
味
で
は
、
右
の
方
法
に
よ
っ
て
、
多
分
に
規
定
さ
れ
、
右
の
方
法
に
ょ
る
意
味
で
は
、
「
補
論
」
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
さ
て
、
そ
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
は
以
下
の
こ
と
で
あ
る
。
　
①
立
法
的
方
法
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
よ
う
。
右
の
よ
う
に
、
共
同
体
法
と
加
盟
国
内
法
を
同
位
法
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
定
・
立
法
の
時
点
で
、
そ
の
優
劣
を
決
す
る
こ
と
は
、
優
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
く
に
共
同
体
法
が
そ
の
加
盟
国
内
憲
法
と
両
立
し
な
い
場
合
（
徽
）
は
別
に
し
て
、
各
時
点
を
問
わ
ず
共
同
体
法
は
、
国
内
法
に
優
位
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
共
同
体
法
の
基
礎
は
、
そ
の
原
始
法
源
に
あ
り
、
そ
の
派
生
法
源
は
、
そ
の
原
始
法
源
と
同
様
に
、
国
際
合
意
に
基
づ
く
国
際
法
規
又
は
国
際
処
分
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
（
億
勧
勲
等
）
。
共
同
体
法
が
そ
の
国
内
憲
法
に
違
反
す
る
場
合
は
、
こ
の
違
反
は
、
右
の
よ
う
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
七
　
　
　
　
ヨ
ー
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ヅ
パ
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三
三
八
に
、
共
同
体
法
と
そ
の
国
内
法
の
両
立
し
な
い
場
合
の
共
同
体
側
の
法
的
方
法
i
以
上
の
外
政
的
問
題
と
し
て
国
際
ー
外
政
的
で
あ
る
が
、
法
な
い
し
外
政
の
分
野
に
置
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
又
と
く
に
指
令
等
の
立
法
化
さ
れ
た
も
の
は
、
法
律
化
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
国
内
法
と
の
間
に
は
、
　
「
後
法
は
、
前
法
を
廃
す
る
」
原
則
は
、
妥
当
し
、
行
政
立
法
化
さ
れ
て
も
、
国
際
合
意
に
基
づ
く
こ
と
を
理
由
に
共
同
体
法
の
優
位
は
、
原
則
と
し
て
維
持
で
き
よ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
　
②
　
解
釈
・
適
用
の
方
法
　
こ
こ
で
は
、
何
を
お
い
て
も
、
ま
ず
直
接
効
力
（
無
9
＆
冨
9
）
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
前
提
が
あ
る
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
「
直
接
効
力
」
は
、
直
接
適
用
の
可
能
性
（
8
冨
8
び
葭
ぷ
鼠
誘
9
Φ
）
に
対
す
る
用
語
で
あ
り
、
直
接
効
力
は
、
国
内
管
轄
（
裁
判
所
に
対
し
て
も
行
使
で
ぎ
る
個
人
に
配
慮
し
て
創
造
さ
れ
た
共
同
体
法
の
規
範
（
の
効
力
）
）
の
間
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
直
接
適
用
の
可
能
性
は
、
共
同
体
法
の
規
範
が
国
内
秩
序
に
混
合
し
、
か
つ
い
か
な
る
国
内
補
充
規
範
に
も
よ
ら
な
く
て
も
適
用
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
両
者
の
区
別
は
、
直
接
効
力
を
与
え
ら
れ
た
規
範
（
趾
）
が
判
事
を
除
い
て
、
必
ず
し
も
直
接
、
適
用
さ
れ
ず
、
か
つ
、
立
法
又
は
執
行
の
権
力
か
ら
も
国
内
補
充
行
為
・
文
書
（
鋤
9
霧
）
を
求
め
な
い
場
合
、
直
接
・
適
用
で
き
る
規
範
（
胴
）
が
直
接
効
力
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
又
直
接
効
力
は
、
共
同
体
法
の
排
他
的
観
念
（
p
＆
9
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
霞
9
器
貯
①
）
で
は
な
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ー
両
者
の
差
異
は
、
分
る
が
ー
直
接
効
力
は
、
個
人
に
対
し
て
配
慮
し
た
意
味
で
は
、
規
律
、
決
定
や
勧
告
・
見
解
（
灘
灘
）
か
ら
す
る
規
範
に
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
原
始
法
源
や
指
令
（
漸
灘
）
、
法
の
一
般
原
則
・
判
例
（
淋
轍
）
か
ら
由
来
し
、
か
つ
適
用
で
き
る
規
範
（
の
効
力
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
直
接
適
用
の
可
能
性
は
、
共
同
体
法
の
規
範
が
加
盟
国
内
の
法
秩
序
に
混
在
し
（
顯
蝉
蹴
親
然
旅
泌
る
の
）
、
そ
れ
だ
け
で
、
適
用
が
で
き
る
状
態
で
あ
る
。
と
く
に
裁
判
官
（
咽
内
〉
を
除
い
て
、
右
の
よ
う
に
、
ま
ず
、
直
接
・
効
力
の
あ
る
規
範
が
、
叢
だ
適
用
さ
れ
ず
、
し
か
も
、
立
法
又
は
執
行
の
権
力
か
ら
孤
立
し
、
そ
の
国
内
的
な
補
充
行
為
・
文
書
す
ら
も
、
何
ら
求
め
な
い
場
合
に
も
、
直
接
、
効
力
も
直
接
適
用
の
可
能
性
も
、
直
接
効
力
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
適
用
で
き
る
規
範
が
予
想
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
め
場
合
、
両
者
は
、
併
存
し
、
混
同
さ
れ
る
お
そ
れ
も
あ
り
適
用
で
き
る
意
昧
で
は
、
同
じ
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
の
直
接
効
力
は
、
加
盟
国
内
に
お
い
て
、
原
始
法
源
の
解
釈
・
適
用
や
派
生
法
源
の
そ
れ
（
螺
鰍
）
に
も
、
は
た
ま
た
、
国
内
法
外
の
共
同
体
法
の
適
用
に
も
認
め
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
う
し
た
解
釈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
・
適
用
も
や
は
り
、
共
同
体
側
の
こ
と
で
あ
る
が
、
と
く
に
加
盟
国
は
、
共
同
体
側
に
入
る
か
ら
、
右
は
、
容
易
に
肯
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
先
決
問
題
は
、
従
来
、
行
政
行
為
の
無
効
・
有
効
の
判
断
が
事
実
的
つ
ま
り
不
合
理
的
に
、
民
事
と
刑
事
の
裁
判
の
先
決
問
題
と
し
て
求
め
ら
れ
た
の
に
、
共
同
体
の
先
決
問
題
の
制
度
は
、
こ
こ
で
は
、
条
約
に
よ
っ
て
合
理
化
つ
ま
り
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
自
体
は
、
秀
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
政
治
的
で
な
く
、
条
約
の
合
理
的
解
釈
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
ゆ
そ
し
て
そ
の
結
果
、
と
く
に
共
同
体
裁
判
所
は
、
一
定
事
項
に
つ
い
て
共
働
の
構
造
と
作
用
を
創
る
。
人
は
、
先
決
問
題
に
よ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
て
、
司
法
裁
判
所
は
、
加
盟
各
国
の
最
高
裁
判
所
の
役
割
を
果
す
と
か
、
共
同
体
法
の
統
一
解
釈
が
期
待
で
き
る
等
と
す
る
が
、
前
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
に
は
、
諸
国
の
行
政
裁
判
所
は
、
必
ず
し
も
最
高
裁
判
所
に
な
ら
な
い
点
か
ら
も
反
対
で
き
よ
う
し
、
又
後
者
に
は
、
先
決
問
題
に
つ
い
て
の
み
（
前
者
も
同
じ
）
そ
の
よ
う
に
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
般
的
に
は
、
司
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
共
同
体
法
の
統
一
解
釈
が
で
き
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
又
先
決
問
題
の
取
扱
、
判
決
等
の
効
力
は
、
相
対
的
で
あ
り
、
無
理
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
点
は
、
賢
明
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
共
同
体
は
、
超
国
家
的
国
際
団
体
で
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
よ
う
な
方
法
で
加
盟
国
と
、
そ
の
共
同
す
る
事
項
を
増
加
し
、
さ
ら
に
加
え
て
一
層
国
家
的
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
加
盟
国
と
の
共
存
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
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（6）（5）（4）（3〉（2）（1）
　
ヨ
ー
据
ッ
パ
共
同
体
法
大
木
・
前
掲
論
文
以
上
特
別
に
註
を
示
さ
な
い
限
り
主
と
し
て
い
6
b
鋤
暮
3
芦
8
も
搾
う
鶏
曾
ω
、
に
よ
る
。
｝
、
ρ
○
釦
蓉
8
P
o
唱
こ
o
搾
も
．
零
簿
ω
ー
尾
高
朝
雄
「
法
哲
学
」
八
五
以
下
・
参
照
。
大
木
・
前
掲
論
文
。
山
口
俊
雄
「
概
説
フ
ラ
ソ
ス
法
〕
上
二
七
一
以
下
・
参
照
。
な
お
註
に
示
し
た
以
外
の
資
料
に
は
、
三
四
〇
深
謝
し
て
示
す
こ
と
を
省
く
。
結
　
こ
う
し
て
玉
1
ρ
ッ
パ
共
同
体
制
度
で
は
、
と
く
に
そ
の
組
織
・
機
関
を
、
共
同
体
法
の
国
内
（
卿
盟
）
効
力
を
目
指
し
つ
つ
こ
れ
を
基
本
と
し
て
概
観
し
た
が
、
わ
け
て
も
一
定
の
共
同
の
事
項
と
く
に
経
済
を
共
同
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
実
上
、
諸
般
の
分
野
を
活
動
範
囲
と
す
る
国
際
的
か
つ
国
家
的
な
特
別
の
団
体
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
組
織
・
機
関
も
、
国
内
法
的
視
点
で
は
、
特
殊
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
他
は
な
く
、
共
同
体
法
の
法
源
と
そ
の
加
盟
国
に
お
け
る
効
力
の
維
持
を
通
じ
て
、
こ
と
の
ほ
か
こ
う
し
た
国
際
的
か
つ
国
家
的
な
特
別
の
団
体
の
法
で
あ
る
共
同
体
法
（
処
分
も
含
む
）
は
、
あ
く
ま
で
も
、
国
際
法
規
・
国
際
処
分
で
あ
り
な
が
ら
、
加
盟
国
内
で
は
、
国
内
法
規
ー
国
内
処
分
と
な
ら
び
、
か
つ
優
位
的
で
あ
る
等
を
意
識
し
、
共
同
体
法
は
、
と
く
に
外
国
法
的
存
在
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
わ
け
て
も
第
二
の
黒
船
と
し
て
の
ヨ
ー
・
ッ
パ
共
同
体
の
活
動
が
あ
る
の
に
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
共
同
体
ー
ヨ
ー
皿
ッ
パ
共
同
体
法
の
存
在
に
目
を
お
お
っ
て
い
て
は
、
ー
筆
者
の
こ
の
小
稿
の
独
断
や
偏
見
等
を
別
に
し
て
も
ー
つ
ぎ
の
世
紀
は
、
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
の
は
、
共
同
体
病
患
者
の
強
弁
で
あ
ろ
う
か
。
